
◎
論

説

留
学
と
い
う
文
化

中
華
人
民
共
和
国
初
期
の
留
学
生
・華
僑
帰
国
促
進
政
策

中
国
の
対
日
・対
米
二
国
間
交
渉
過
程
分
析
を
通
じ
て

王

雪

蔀

・
・
…

は
じ
め
に

一
九
四
九
年

一
〇
月

一
日
、
中
華
人
民
共
和
国

(以
下
、
中
国
)

が
成
立
し
た
。
建
国
直
後

の
同
年

一
二
月

一
三
日
、
中
国
中
央
人
民

政
府

(以
下
、
人
民
政
府
)
政
務
院
文
化
教
育
委
員
会

(以
下
、
文

委
会
)
直
属

の

「辮
理
留
学
生
回
国
事
務
委
員
会
」
(以
下
、
辮
委

ハ　
　

会
)
が
発
足
し
た
。
二
八
日
に
は
、
北
京
人
民
広
播
電
台
は
留
学
生

に
中
国

へ
の
帰
国
を
促
し
、
国
家
建
設

へ
の
参
加
を
要
請
す
る
放
送

を
国
内
外

に
向
け
て
流
し
た
。
周
恩
来
人
民
政
府
総
理
も
、
中
国
共

産
党

(以
下
、
中
共
)
と
人
民
政
府
を
代
表
し
て
海
外
に
在
住
し
て

ム　
　

い
た
留
学
生
に
電
波
を
通
じ
て
要
請
し
た
。
そ
の
後
、

一
連

の
留
学

生
帰
国
招
致
方
法
が
発
表
さ
れ
、
米
国
、
日
本
、
欧
州
を
中
心
に
、

海
外
に
滞
在
し
て
い
る
留
学
生
に
対
し
て
、
帰

国
招
致
活
動
が
展
開

ハ
ヨ
　

さ
れ
た
。

ま
た
、

一
九
五
〇
年
六
月
朝
鮮
戦
争
勃
発
後

、
海
外
に
滞
在
し
て

い
た
中
国
人
は
、
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
を
制
限

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
。
そ
の
た
め
、
人
民
政
府
は
、
米
、
ソ
、
英

、
仏
、
中
、
五
か
国

に
よ
る
外
交
会
議
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催

(
一
九
五
四
年
四
月
二
六

日
～
七
月
二

一
日
)
さ
れ
た
際
、
中
国
に
戻

る
こ
と
を
希
望
し
た
在

米
華
僑
及
び
中
国
人
留
学
生
の
帰
国
を
認
め
る
よ
う
、
米
国
と
協
議

ム
　
　

し
た
。
ま
た
、

一
九
四
九
年
以
降
、
な
お
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
留

日
学
生

・
華
僑

の
集
団
帰
国
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

人
民
政
府
は
、
在
華
日
本
人
の
引
揚
交
渉

の
場
で
、
留
日
学
生

・
華

僑
が
在
華
日
本
人

の
引
揚
船
の
帰
路
に
乗

っ
て
帰
国
で
き
る
よ
う
日

ムら
　

本
政
府
に
要
求
し
た
。
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な
ぜ
人
民
政
府
は
建
国
前
か
ら
建
国
後
に
か
け
て
、
海
外
に
滞
在

し
て
い
た
中
国
人

の
帰
国
に
、
こ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
た
の
か
。
留
学

生
帰
国
促
進
政
策

の
主
な
目
的
は
、

「高
級
人
材
」
(
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

人
材
)
を
獲
得
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿

の
目
的

は
、
近
年

公
開

さ
れ
た
外
交
部
梢
案
資
料
や
、
教
育
部
関
連
資
料

集
、
各
地

方
都
市
の
留
学
生
帰
国
促
進
に
関
連
す
る
梢
案
資
料
を
基

礎
に
、
人

民
政
府
の
留
学
生
帰
国
促
進
政
策
を
実
行
し
た
目
的
を
解

明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
が
検
討
す
る
時
期
は

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五
五
年
ま
で
と
す
る
。
そ
れ
は
、

こ
の
時
期
、
中
国
の
外
交
交

渉
の
場
で
留
学
生

・
華
僑
の
帰
国
に
関
す
る
交
渉
を
行

っ
た
の
は
、

お
も
に

一
九
五
五
年
ま
で
の
期
間
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

一
九
五
六
年

に
中
国
政
府
は
海
外
在
住

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
知
識
人
に
対

す
る
帰
国

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行

っ
た
が
、
そ
れ
は
、
お
も
に
国
内

の

　　
　

ハ
イ
レ
ベ

ル
人
材
の
不
足
に
照
準
を
当

て
た
人
材
政
策
で
あ
り
、
外

交
政
策
と

の
関
連
が
薄

い
た
め
、
本
稿
の
検
討
範
囲
と
し
な

い
。

次
に
、
先
行
研
究
に

つ
い
て
見

て
み
よ
う
。
戦
後
資
本
主
義
諸
国

で
勉
強
し

て
い
た
留
学
生
の
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
に
つ
い
て
は
、
全

国
政
協
豊

北
京
、
上
海
、
天
津
、
福
建
政
協
文
史
資
料
委
員
会
編

『建
国
初

留
学
生
帰
国
記
事
』

(中
国
文
史
出
版
社
、

一
九
九
九
年
)

が
最
も
詳
細

で
あ
る
。
た
だ
し
、
当
時
帰
国
し
た
留
学
生
の
回
顧
録

や
史
料
を
中
心
に
編
集

さ
れ
た
資
料
集
と
し
て
の
価
値
は
高

い
も
の

　
　
　

の
、
十
分

な
分
析

を
行

っ
た
と
言

い
難
い
。
ま
た
、
許
璃
や
、
沈

ム
ビ
　

殿
成
も
こ

の
時
期
の
留

学
生
の
帰
国
過
程
に
つ
い
て
論
述
し
た
が
、

一
部
の
留
学
生
、
あ
る
い
は
限
ら
れ
た
地
域

の
留
学
生

の
個
人
的
な

体
験
を
中
心
に
論
じ
た
た
め
、
留
学
生

の
帰
国
過
程
と
人
民
政
府

の

政
策
の
全
容
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

日
中
戦
争
時
に
日
本
に
留
学
し
た
中
国
人

の
帰
国
に
関
す
る
研
究

ム
　
　

は
、
陳
煽
旺

の
著
書
が
最
も
詳
し

い
。
し
か
し
、
陳

の
研
究
は
華

僑

・
留
学
生

の
日
本
で
の
運
動
に
主
眼
を
置

い
た
た
め
、
中
国
政
府

の
動
向

へ
の
分
析

は
後
景
に
退

い
て
い
る
。

議
論
を
進
め
る
に
当
た
り
、

一
九

四
九
年

当
時
の
留
学
生
に
つ
い

ムい
　

て
定
義
し
て
お
き
た

い
。
本
稿

で
は
、
辮
委
会

の
定
義

を
参
考
と

し
、
外
国
の
大
学

(短
期
大
学
を
含
む
)
で
正
規
生
と
し
て
の
学
習

年
数
を
終
了
し
た

(卒
業
で
き
な
か

っ
た
留
学
生
も
含
む
)
中
国
大

陸
及
び
台
湾
出
身

の
学
生
を
留
学
生
と
定
義

す
る
。
華
僑
に

つ
い
て

は
、
中
国
大
陸
及
び
台
湾
か
ら
、
海
外

に
移
住
し
た
中
国
系
住
民

(中
国
国
籍
、
外
国
国
籍
を
問
わ
な
い
)
を
指

し
て
い
る
。

八
イ
レ
ベ
ル
人
材
政
策
と
し
て
の

留
学
生

・
華
僑
帰
国
促
進
政
策
の
始
ま
り

本
格
的
に
中
国
内
戦
が
始
ま

っ
た

一
九

四
六
年
か
ら

一
九
五

一
年

の
全
国
統
治
の
確
立
ま
で
の
五
年

の
間

で
、
中
共
は
、
そ
れ
ま
で

一

部

の
地
域
し
か
支
配
し
て
い
な
か

っ
た
状
況
か
ら
、
国
土
面
積
世
界

三
位

の
大
国
を
統
治
し
て
い
く
こ
と
を
求
め

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ

た
。
統
治
地
域
の
拡
大
に

つ
れ
て
、
各
地
域

の
基
層
幹
部
か
ら
地
方
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政
府

の
各
部
門

の
管
理
者
ま
で
、
数
多
く

の
幅
広
い
分
野
、

レ
ベ
ル

の
人
材

が
必
要
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
四
九
年
時
点
で
の
中
共

ムロ
　

の
党
員
数
は
四
四
八
万
八
千
人

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
く
に
、

一
九

四
九
年

に
入
り
、
中
国
内
戦

の
戦
況
は
中
共
側

の
い
わ
ゆ
る

「三
大

戦
役
」

の
勝
利
を
み
ち
び
き
、
中
共
も
全
国
統
治
シ
ス
テ
ム
構
築
の

具
体
化
を
推
進
し
始
め
た
。
そ

こ
で
、
中
共
は
内
戦
終
結
後

の
国
家

建
設

の
た
め
に
、

ハ
イ
レ
ベ
ル

の
人
材
を
よ
り
重
要
視
す
る
よ
う
に

な

っ
た
。
歴
史
的
に
は
中
共
と
中
華
民
国
政
府

(以
下
、
国
府
)
の

人
材
争
奪
、
と
く
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
人
材
に
つ
い
て
は
、
日
中
戦
争

ムに
　

終
了
前

か
ら
、
と
く
に
内
戦
期
間
中
に
白
熱
化
し
て
い
た
。

こ
う
し

た
人
材
争
奪

は
、
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
海
外

に
在
住
し
て
い
た
留

学
生

・
華
僑
ま
で
も
、
国
共
双
方
争
奪

の
標
的
と
な

っ
た

の
で
あ

る
。傅
琳

の
研
究
に
よ
れ
ば
、

一
九
四
〇
年
代
半
ば
、
国
府
が
派
遣
し

た
留
学

生
を
取
り
込
む
目
的

で
、
周
恩
来
と
董
必
武

の
指
示
を
受
け

た
中
共
中
央
南
方
局
は
、
蘇
華
、
徐
鳴
、
頼
亜
力
ら
に
、
国
府

の
官

費
留
学

試
験
を
受
け
さ
せ
、
米
国

へ
留
学
さ
せ
た
。
彼
ら
の
努
力
に

よ
り
、

一
九
四
九
年
六
月

一
八
日
、
中
共

の
直
接
指
導
を
受
け
、
全

米

=
二
都
市
に
支
部
を
持

つ
中
国
人
科
学
技
術
者
組
織

「留
美
中
国

科
学
工
作
者
協
会
」
(C
h
in
ese
S
cien
tifi
c
W
o
rk
ers'
A
sso
ciatio
n
in

q
°。
°〉
°

以
下
、
留
美
科
協
)
が
結
成
さ
れ
た
。
以
後

一
九
五
〇
年

九
月
ま

で
、
同
組
織
は
中
国
人
留
米
学
生
、
科
学
技
術
者

の
中
で
、

ムロ
　

親
中
共

の
宣
伝
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。

ま
た
、
中
共
に
よ
る
海
外
在
住

の
華
僑
に
対
す
る
宣
伝
は
、
日
中

戦
争
中
、
中
国
の
抗
戦
に
多
大
な
援
助
を
送

っ
て
い
た
海
外
華
僑
に

ハ
け
　

対
し
て
、
早

い
段
階
か
ら
取
り
込
み
工
作
が
始
ま

っ
て
い
た
。
そ
の

任

に
当
た

っ
て
い
た
の
は
、
当
時
新
華
通
訊

社
社
長

の
摩
承
志
で

ムめ
　

あ
っ
た
。
屡
承
志
の
父
、
彦
仲
榿
は
孫
文
と

と
も
に
、
海
外
華
僑
と

良
好
な
関
係
を
持

っ
て
い
た
。
父
親

の
人
間
関
係
を
活
用
し
、
摩
承

志
は
海
外
華
僑
を
含
め
た
国
民

へ
の
宣
伝
窓

口
と
な

っ
て
、
国
民
党

の
政
策
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
中
共
の
政
策
を
宣
伝
す
る
任
務
を

ム
め
　

担
当
し
た
。

一
九
四
六
年

一
〇
月

一
五
日
に
、
延
安

の
新
華
広
播
電
台

(中
央

人
民
広
播
電
台

の
前
身
)
を
通
じ
て

「全
世

界
各

地

の
華
僑
同
胞

よ
、
蒋
介
石

の
独
裁
と
売
国
行
為

に
反
対
し

て
団
結
せ
よ
」
と
題
す

る
講
演
で
、
自
ら
華
僑
出
身
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
、
内
戦

に
お
け
る
国
民
党
及
び
国
民
党
を
支
援
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
政
府

の

ム
ロ
　

行
動
を
批
判
し
、
中
共

へ
の
支
持
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
こ
の

段
階
で
の
華
僑
工
作
は
、
基
本
的
に
内
戦
勝
利

の
た
め
の
宣
伝
工
作

で
あ

っ
た
。

中
共
が
、
国
家
建
設
の
人
材
確
保

の
観
点

か
ら
、
海
外
在
住
の
留

学
生

・
華
僑

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
強
化
し
始

め
た
の
は
、

一
九
四
九

年
春
、

「三
大
戦
役
」
の
終
了
後
、
中
国
内

戦
に
お
け
る
中
共
側

の

勝
利
が

一
段
と
明
確
に
な

っ
て
以
降

で
あ
る
。

一
九
四
九
年
四
月
、

プ
ラ

ハ
で

「平
和
擁
護
世
界
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
中
共
中
央
は
中

共
代
表
団
に
電
報
を
出
し
、
海
外

に
滞
在
し

て
い
る
留
学
生
が
早
期
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ム
　
　

帰
国
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
よ
う
指
示
し
た
。

一

九
四
九
年
五
月

一
四
日
、
中
国
科
協
香
港
分
会
の
責
任
者
曹

日
昌
は

中
共
の
委
託
を
受
け
、
米
国
在
住

の
航
空
工
学
者

の
銭
学
森
に
手
紙

パ
ド
　

を
出
し
、
帰
国
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

さ
ら

に
、

一
九
四
九
年
春
以
降
、
中
共
の
北
平

・
天
津
を
含
む
華

北
地
域

に
対
す
る
実
効
支
配
が
実
現
し
て
か
ら
、
華
北
高
等
教
育
委

員
会
が
、
そ
の
地
域
に
帰
国
し
た
留
学
生
関
連
の
業
務
を
担
当
す
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の

一
部

の
業
務

(帰
国
留
学
生
の
接
待
及

び
職
業

紹
介
)
は
、
中
華
全
国
自
然
科
学
工
作
者
代
表
会
議
簿
備
会

ムね
　

に
委
託
さ
れ
た
。
こ
の
委
託
を
受
け
、

一
九
四
九
年
八
月
、
中
華
全

国
自
然

科
学
工
作
者
代
表
大
会
が
開
か
れ
た
際
、
帰
国
し
た
自
然
科

学
系

の
留
学
生
を
世
話
す
る
目
的
で
、
欧
米
同
学
会
に
あ
る
事
務
所

ムぬ
　

で
留
学
生
の
登
録
手
続
き
を
行
う
よ
う
決
定
し
た
。

こ
れ
が
、
帰
国

留
学
生
受
け
入
れ
の
本
格
的
な
始
ま
り
で
あ

っ
た
。

建
国
前
か
ら
、
海
外
在
住

の
留
学
生

の
帰
国
を
呼
び
か
け
、
さ
ら

に
受
け
入
れ
制
度
も
起
動
さ
せ
、
帰
国
留
学
生
を
国
家
建
設
の
現
場

に
配
置

す
る
よ
う
手
配

し
た
中
共
政
権

は
、
建
国
後
、
留
学
生

の
帰

国
促
進
政
策
を

一
層
制
度
化
し
、
海
外

の
華
僑
組
織
や
、
留
学
生
組

織
、
大
使
館
、
領
事
館
、
及
び
国
内

の
中
央
各
部
と
委
員
会
、
地
方

政
府
、
地
方

の
基
層
組
織
、
留
学
生

の
家
族
ま
で
も
動
員
し
て
大
々

的
に
行

う
重
要
事
業

の

一
つ
と
な

っ
た
。

一
九

四
九
年

一
〇
月

一
日
の
建
国
後
、
全
国
の
帰
国
留
学
生
に
関

連
す
る
業
務
は
、
す

べ
て
教
育
部
に
移
管
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

一
九

四
九
年

一
二
月
六
日
、
文
委
会
の
聯
席
会
議

で
、
留
学
生

の
帰
国
業

ム
ぴ
　

務
を
統
括
す
る
部
門
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。

一
二
月

=
二
日
、
文

ハ
ね
　

委
会
直
属

の
辮
委
会
が
正
式
に
発
足
し
た
。
辮
委
会
の
任
務

は
、
す

べ
て
の
愛
国
知
識
分
子
と
団
結
し
、
彼
ら
を
味
方
に
入
れ
る
よ
う
に

ムふ
　

努
力
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
「す
べ
て
の
愛

国
知
識
分
子
」
と
い
う

業
務
対
象
は
、
留
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
華
僑
学
生
、
華
僑
知
識
人

も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結

果
、
辮
委
会

の
第
二
回

会
議

は
、
華
僑
事
務
委
員
会
代
表
の
委
員
会

へ
の
参
加
要
請
を
決
定

ムお
　

し
て
い
る
。

辮
委
会

の
業
務
は
、
三
つ
の
組

(調
査
組
、
招
待
組
、
仕
事
配
分

組
)

に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
具
体
的
な
分

担

は
、
次

の
通
り

で
あ

る
。
調
査
組
は
、
教
育
部
、
外
交
部
、
情
報
総
署
、
財
政
部
、
新
聞

総
署
、
全
国
学
聯
、
共
青
団
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
た
委
員
に
よ

っ
て

構
成
さ
れ
、
海
外
に
い
る
留
学
生

の
調
査
宣

伝
業
務
な
ど
を
担
当
す

る
。
招
待
組
は
、
財
務
委
員
会

(以
下
、
財
委
会
)
人
事
局
、
文
委

会
、
中
央
人
民
政
府
委
員
会

(以
下
、
政

委
会
)
人
事
局
、
教
育

部
、
華
北
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
た
委
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
帰
国

し
た
留
学
生
の
招
待
及
び
教
育
業
務
を
担

当
す
る
。
仕
事
配
分
組

は
、
財
委
会
人
事
局
、
政
委
会
人
事
局
、
衛

生
部
、
文
化
部
、
科
学

院
及
び
教
育
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
委
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
、
帰
国

ムね
　

留
学
生
の
就
職
問
題
を
総
括
し
て
解
決
す
る
。

以
上
の
業
務
分
担
や
人
員
構
成
か
ら
も
、

人
民
政
府

に
お
け
る
留

学
生
帰
国
促
進
政
策

の
重
要
性
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
、
留
学
生
や
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華
僑
知
識

人
の
調
査
か
ら
帰
国
後

の
就
職
ま
で
、
す
べ
て

一
つ
の
政

府
部
門
に
よ

っ
て
統
括
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

ハ
イ
レ
ベ
ル

の
人
材
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
中
国
政
府
の
政
治
的
意
思
を
十
分
に

見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
人
材
確
保
を
急

い
だ
の
は
、
建
国

前
後
の
人

材
不
足
が
背
景
に
あ
る
か
ら
で
あ

っ
た
。
と
く
に
、
専
門

技
術
を
持

つ
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
知
識
人
の
不
足
が
顕
著

で
あ
っ
た
。

一

部
の
優
秀

な
科
学
技
術
者

は
、
国
府
に
よ

っ
て
台
湾

へ
移
住
さ
せ
ら

れ
た

こ
と

に
加
え
、
内
戦
を
嫌

い
、
留
学
な
ど
の
手
段
で
、
人
材
が

海
外
に
流

出
し
た
こ
と
も

一
因
で
あ

っ
た
。

人
材
不
足

の
深
刻
な
状
況
は
、
中
共
が
ソ
連

へ
の
専
門
家
派
遣
を

要
求
し
た
と

こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
中
国
東
北
地
域
を
事
実
上

支
配
し
た

一
九
四
八
年
三
月
、
中
共
は
、
こ
の
地
域
の
鉄
道
修
復

の

た
め
の
専
門
家
派
遣
を
ソ
連
に
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ス
タ
ー

リ
ン
は
、
要
請

に
同
意
す
る
署
名
を
行

い
、
専
門
家
派
遣
が
六
月
に

実
現
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
関
連

の
専
門
家
だ
け
で
は
、
東
北
地
域

の
支
配
及
び
国
家
建
設
と

い
う
二
ー
ズ
を
十
分
満
た
せ
な
い
状
況
を

踏
ま
え
、
中
共
中
央
東
北
局
書
記
、
東
北
軍
区
司
令
員

の
林
彪
は
、

経
済
顧
問

を
含
む
専
門
家
を
百
名
追
加
派
遣
す
る
よ
う
ソ
連
に
依
頼

し
た
。

し
か
し
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
中
華
民
国
と
の
外
交
関
係
が
ま

だ
存
続

し
て
い
た
等

の
理
由
か
ら
、

こ
の
要
求
に
は
応
じ
な
か

っ

た
。
ス
タ
ー
リ

ン
の
拒
否
回
答
後
も
、
毛
沢
東
や
周
恩
来
、
劉
少
奇

な
ど
中
共

中
央
は
数
度
に
わ
た
り
、
ソ
連
に
専
門
家
の
派
遣
を
要
望

し
た
。

一
九
四
九
年
八
月
九
日
に
な

っ
て
、

そ
の
要
望
は
よ
う
や
く

ムれ
　

ソ
連
側

の
同
意
を
得
ら
れ
た
。

自
然
科
学

の
専
門
家
を
待
望
す
る
と
同
時

に
、
人
民
政
府
が
、
外

国
の
状
況
を
熟
知
し
て
外
国
語
に
堪
能
な
留
学
生
や
華
僑
の
帰
国
を

熱
望
し
た
い
ま

一
つ
の
理
由
は
、
中
国

の
対
外
活
動
に
お
け
る
人
材

採
用
ル
ー
ル
と
も
関
係
が
あ

っ
た
。

一
九
四
九
年
夏
、
内
戦

の
戦
局
が
決
し
て
か
ら
、
毛
沢
東
は
新
中

国
の
外
交
政
策
方
針

の

一
つ
と
し
て

「男
起
炉
吐
」
(別
に
か
ま
ど

(
一
家
)
を
築
く
)
を
提
起
し
た
。

こ
の
方
針

の
対
外
的
な
意
味
は
、

「旧
中
国

(中
華
民
国
)
の
外
交
と
決
別
し
、
国
民
党
政
府

に
よ
る

外
国
と

の
外
交
関
係
を

一
切
認
め
ず
、
各
国

の
駐
中
国
外
交
官
は
す

べ
て
普
通

の
外
国
僑
民
と
見
な
す
。
国
家
主
権
を
相
互
に
尊
重
し
、

領
土
の
保
全
、
平
等
互
恵
を
基
礎
に
、
談
判
を
経

て
、
世
界
各
国
と

ハ
ね
　

新
た
な
外
交
関
係
を
結
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
同
時

に
、
そ

の
原
則
は
、
建
国
後

の
中
国

の
外
国
関
連
業
務
を
担
当
す
る

「外
事

ハお

　

工
作
人
員
」
の
起
用
に
も
適
用
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
に
帰
国
し
た
留
日
華
僑
の
王
達
祥
は
以
下

の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。
帰
国
後
、
大
学

へ
の
入
学

を
希
望
し
て
い
た
が
、

帰
国
早
々
、
国
務
院
華
僑
事
務
委
員
会
の
要
請
を
受
け
、
中
国
共
青

団
中
央
連
絡
部
で
対
日
民
間
交
流
業
務
担
当

の
職
員
と
し
て
勤
務
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
建
国
後

中
国

の
対
外
活
動

の
人

材
起
用
ル
ー
ル
で
あ
る

「男
起
炉
仕
」
に
求
め
ら
れ
る
。
歴
史
的
な

経
緯
か
ら
、
中
国
国
内
に
は
日
本
語

の
で
き

る
人
材
が
数
多
く
い
た
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に
も
か
か
わ
ら
ず
、
対
日
活
動
人
材
が
非
常

に
不
足
し
て
い
た
理
由

は
、
中

国

の
対
外
活
動
を

「経
歴
的
に
問
題
が
な
く
、
家
庭
の
出
身

も
良

い
」
と

い
う
原
則
に
沿

っ
た
人
材
の
み
で
遂
行
し
よ
う
と
し
た

た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
中
華
民
国
期

の
外
交
官
は
、
旧
政
府
と

の
関
係

が
密
接

で
起
用
で
き
ず
、
旧
満
州
や
日
本
占
領
地
域
の
日
本

語
人
材

は
、
日
本
椀
偏
政
権
と
の
関
係
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
新
中
国

ム
　
　

の

「外
事
工
作
人
員
」
と
し
て
起
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

「男
起

炉
吐
」
に
沿

っ
た
人
材
を
採
用
す
る
規
定
は
、
今
ま
で
公

開
さ
れ
た
中
国
政
府

の
外
交
文
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、

一
九

四
九
年

一
二
月
二

一
日
に
、
中
共
中
央
組
織
部

は
華
南

〔分
〕
局
組
織
部
に
送

っ
た
外
交
人
員
の
選
抜
条
件

に
関
す
る
電
報
が

規
定

の
存
在
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
同
電
報
に
よ

る
と
、
中
共
中
央
組
織
部
が
要
求
す
る
外
交
人
員
の
条
件
は
以
下
の

四
点

で
あ
る
。
ω
政
治
的

に
忠
実
か
つ
信
頼
で
き
る
、
②
知
識
が
豊

富

で
、
外
国
語
が
で
き
れ
ば
、
な
お
さ
ら
良

い
、
③
慎
重
か
つ
周
到

で
あ
り
、
政
策
を
き
ち
ん
と
執
行
で
き
、
上
司
に
服
従
で
き
る
、
㈲

ム
れ
　

師

・
団

(連
隊
)
級
以
上
の
幹
部
。

以
上

の
条
件
か
ら
も
、

「豊
富
な
知
識
と
外
国
語
」
と
い
う
業
務

に
不
可

欠
な
条
件
よ
り
は
、
「政
治
的
に
忠
実

で
信
頼

で
き
る
」
と
い

う
政
治
的

信
頼
性

の
条
件
が
絶
対
基
準
と
な

っ
て
い
る
。
建
国
直
後

の
中
国

で
は
、
国
府
、
日
本
侃
偲
政
権
と
関
係
な

い
外
交
幹
部
の
起

用
を
考

え
た
た
め
、
戦
争
中
に
海
外
で
居
住
し
て
、
国
内
政
治
と
あ

ま
り
関
係

を
持
た
な
い
、
中
共
側
の
思
想
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
留
学

生
や
華
僑
を
採
用
す
る
必
要
性
は
非
常
に
高

か

っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
意
味
で
留
学
生
帰
国
促
進
政
策
は
、
辮
委
会

の
設
立
に
象
徴

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
四
九
年

一
二
月
に
正
式

に
開
始
さ
れ

た
。

一
九
四
九
年

一
二
月
二
八
日
、
北
京
人

民
広
播
電
台
は
国
内
外

に
向
け
た
放
送
で
、
海
外
滞
在
の
留
学
生
が
帰
国
し
て
、
国
家
建
設

　れ
　

に
参
加
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
帰
国
要
請
を
受
け
、
帰
国
す
る

中
国
人
技
術
者
に
対
し
て
は
、
帰
国
旅
費
を
補
助
す
る
政
策
も
発
表

さ
れ
た
。
周
恩
来
総
理
の
帰
国
要
請
放
送
を
受
け
、
留
学
生
や
華
僑

学
生
の
な
か
に
、
帰
国
を
希
望
す
る
人
が
急
増
し
た
。
辮
委
会
設
立

前

の

一
九

四
九
年
八
月
末
か
ら

一
九
四
九

年

一
二
月
初

め
ま

で
の

ム
む
　

海
外
か
ら
の
帰
国
留
学
生
は

=
二
二
名
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
辮
委

会
設
立
後
の

一
九
四
九
年

一
二
月
初

め
か
ら

一
九
五
〇
年
六
月
末
ま

ハ
あ
　

で
の
間
に
帰
国
し
た
留
学
生

の
人
数
は
二
五

一
名
で
あ

っ
た
。
著
名

な
数
学
者
の
華
羅
庚
や
地
質
学
者

の
李
四
光

も
、
こ
の
時
期
に
帰
国

ム
お
　

し
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
六
月
、
留
美
科
協

は
シ
カ
ゴ
で
年
次
大
会

を
開
催
し
た
。
そ
の
中
心
的
な
議
事
内
容
は

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
科
学
技

術
者

の
帰
国
促
進

で
あ

っ
た
。
会
議
後

の
同
年
後
半
に
は
、
米
国
在

ハ
　
　

住

の
中
国
人
留
学
生
の
帰
国
ブ
ー
ム
が
展
開
す
る
に
い
た

っ
た
。

朝
鮮
戦
争
と
在
外
中
国
人
留
学
生

・
華
僑

帰
国
問
題
の
政
治
的
変
容

建
国
直
後
に
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た
海
外
留
学
生
の
帰
国
促
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進
政
策
は
、
朝
鮮
戦
争

に
よ

っ
て
思

い
が
け
な
い
難
関
に
直
面

し

た
。建
国
直
後
、
当
初
米
国
は
国
共
内
戦
に
お
け
る
国
民
党
敗
北
の
最

大
の
要
因
が
国
民
党
政
権
の
無
能
と
腐
敗
に
あ

っ
た
と
し
て
、
中
共

政
権
の
承
認
を
模
索
し
始
め
る
ほ
ど
、
対
中
柔
軟
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
う
し
た
米
国
の
対
応

は
、
国
内
外
に
お
け
る
人
民
政
府

へ
の
期
待

を
高
め
た
。
し
か
し
、

一
九
四
九
年

=

月
か
ら

一
九
五
〇
年

一
月

に
か
け
、
中
共
政
権
下
の
中
国
で
、
米
国
外
交
官

へ
の
暴
行
や
嫌
が

ら
せ
が
発
生
し
、

一
九
五
〇
年
二
月
に

「中
ソ
友
好
同
盟
条
約
」
が

ム
れ
　

締
結
さ
れ
る
と
、
米
国
の
対
中
姿
勢
は
変
化
し
た
。

一
九
五
〇
年
五
月

一
五
日
、
米
国
議
会
で
は
、
在
米
中
国
人
の
安

全
を
守
る
こ
と
を
理
由
に
、
中
国
人
永
住
者
の
居
留
費
用
を
補
助
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
政
府
は
中
国
人
留
学
生

の
た

ムが
　

め
の
補
助
金
を
出
し
、
米
国
で
の
滞
留
を
推
奨
し
た
。
米
国
の
こ
れ

ら
の
政
策
に

つ
い
て
、
中
国
外
交
部
は
中
国
人
留
学
生
や
華
僑

の
共

産
主
義
中
国

へ
の
帰
国
を
阻
止
す
る
意
図
が
あ

っ
た
と
分
析

し
て

ム
お
　

い
る
。
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た
二
日
後
の

一
九
五
〇
年
六
月
二
七
日
、
米

国
は
朝
鮮
戦
争

へ
の
介
入
を
発
表

し
た
。
米
軍
を
中
心
と
し
た
国
連

軍

の
参
戦

を
受
け
、

ソ
連

と
中
国

は
北
朝
鮮

へ
の
支
持

を
表

明

ハ
　
　

し
た
。
こ
の
よ
う
な
立
場
の
相
違
か
ら
、
米
国
の
反
共
姿
勢
は

一
層

強
ま

っ
た
。
そ
の
状
況
下
で
、
米
国
各
地
の
親
中
共

の
学
生
団
体
、

中
国
人
留
学
生
、
知
識
人
は
警
察
に
よ

っ
て
監
視
、
事
情
聴
取
さ
れ

ムれ
　

た
り
、
出
国
の
自
由
を
制
限
さ
れ
る
な
ど
の
事

態
が
発
生
し
た
。
留

美
科
協
が
非
合
法
団
体
と
さ
れ
、

一
九
五
〇
年

九
月

一
九
日
に
や
む

ムれ
　

な
く
解
散
し
た
事
態
は
、
在
米
中
国
人
に
衝
撃

を
与
え
た
。

一
九
五

〇
年
八
月
二
三
日
に
帰
国
し
よ
う
と
し
た
著
名

な
航
空
工
学
者
の
銭

学
森
が
米
政
府
に
拘
留
さ
れ
、
さ
ら
に
九
月
七
日
に

「機
密

の
科
学

情
報
を
中
国
に
知
ら
せ
た
」
と

い
う
罪
名
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
は
、

と
く
に
衝
撃
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、.
九
月

一
二
日
に
は
原
子

物
理
学
者
の
趙
忠
尭
と
留
学
生

の
羅
時
鉤
、
沈
善
燗
は
米
国
か
ら
日

ハ
む
　

本
経
由
で
帰
国
途
中
、
横
浜
で
米
軍
に
よ

っ
て
拘
留
さ
れ
た
。

朝
鮮
戦
争

の
戦
況
は
ま
す
ま
す
国
連
軍
が
優
勢
に
な
り
、

一
九
五

〇
年

一
〇
月
七
日
、
国
連
軍
は
三
十
八
度
線
を
越
え
、
朝
鮮
半
島
北

部

へ
進
攻
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

一
〇
月

=
二
日
に
中

ハ　
　

国
も

つ
い
に
参
戦
を
決
定
し
た
。

朝
鮮
に
お
け
る
米
中
直
接
対
決
を
受
け
、
中

国
人
技
術
者

の
帰
国

に
対
す
る
議
論
が
米
国
内
で
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
の

ム
　
　

帰
国
に
対
す
る
制
限
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。

一
九
五

一
年
九
月
以

降
、
出
国
申
請
し
た
理
学
、
工
学
、
医
学
専
攻

の
中
国
人
留
学
生
全

員
が
米
国
移
民
局
か
ら

「
一
九

一
八
年
五
月
二

二
日
法
令
と

一
九
四

一
年

=

月

一
四
日
第
二
五
二
三
号
大
統
領
公
告
及
び
連
邦
法
第

一

七
五
部
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
貴
方
が
出
国

で
き
な
い
こ
と
を
命

ず

る
。
違
反
す
れ
ば
、
五
千
ド
ル
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
五
年
以
下

の
有
期
懲
役
を
科
す
る
。
あ
る
い
は
同
時
に
二
種
類

の
処
罰
を
受
け

ムゆ
　

る
こ
と
が
あ
る
」
と
の
命
令
状
を
渡
さ
れ
た
。
中
国
高
等
教
育
部

の
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調
査
に
よ
る
と
、

一
九
五

一
年

=

月

の
時
点
で
、

一
六
〇
名

の
中

国
人
留
学
生
が
帰
国
申
請
を
し
た
も
の
の
、
許
可
さ
れ
ず
に
米
国
で

ムれ
　

の
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

中
国
人
留
学
生
、
華
僑
、
技
術
者
の
帰
国
を
阻
止
す
る
取
り
組

み

は
、
米
国
国
内

に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
米
国
占
領
下

の
日
本

で
も

同
様
な
政
策
が
行
わ
れ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
建
国
直
後
、
留
日
中

国
人
学
生

の
全
国
組
織
で
あ
る
中
国
留
日
同
学
総
会

(以
下
、
同
学

ムゆ
　

総
会
)
は
、
新
中
国
を
支
持
す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
同
学
総
会

は
、

一
九

四
七
年
以
降

か
ら
徐
々
に
親
中
共
の
学
生
団
体
に
な
り
、

中
国
の
建
国
後

は
親
中
国

の
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
。
そ
の
変

遷
は
、

一
九
四
七
年
以
降

の
同
学
総
会

の
機
関
紙
で
あ
る

『中
国
留

み
　

お
　

日
学
生
報
』
か
ら
、
十
分
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
新

中
国
に
対
す
る
支
持
を
メ
デ
ィ
ア
等
で
表
明
し
た
他
、
同
学
総
会
主

席

の
李
桂
山
が

一
九
五
〇
年
三
月
二
五
日
に
、
同
学
総
会
を
代
表
し

て
毛
沢
東
国
家
主
席

へ
手
紙
を
出
し
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
に
祝

意
を
示
す
と
と
も
に
、
同
学
総
会
に
よ
る
共
産
党
革
命

へ
の
支
持
活

動
を
紹
介

し
、
留
日
学

生

の
革
命
活
動

へ
の
参
加
意

思
を
表

明

ハ　
　

し
た
。
同
学
総
会

の
姿
勢

に
も
影
響
さ
れ
、
当
時
日
本
在
住
の
中
国

人
留
学
生

の
多
く
は
、
親
中
国
の
活
動
に
参
加
し
、
中
国
大
陸

へ
の

ム
お
　

帰
国
を
熱

望
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
日
本
か
ら
中
国
大
陸

へ
直
接
行

く
客
船
が
な
い
た
め
、
人
民
政
府
か
ら
の
呼
び
か
け
を
受
け
、
外
国

の
貨
物
船

を
利
用
し
た
り
、
ま
た
香
港
な
ど
の
他
国
を
経
由
し
て
帰

ハお
　

国
す
る
留

日
学
生

・
華
僑
が
徐
々
に
増
加
し
た
。

し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
、
日
本
政
府

は
、
連
合
国
軍
最
高
司

令
官
総
司
令
部

(G
H
Q
)
の
支
持
の
下

で
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
を
開
始

し
た
。
華
僑
や
留
学
生

の
団
体
、
学
校
も
レ

ッ
ド
パ
ー
ジ
の
対
象
と

な

っ
た
。
同
学
総
会
事
務
所
が
中
華
民
国
総
統

府
の
駐
日
代
表
団
と

日
本
官
憲
に
捜
査
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
た
。
ま
た
清
華
寮
、
後
楽

寮
、
悦
来
荘
な
ど
の
留
日
学
生

・
華
僑
の
住

居
、
中
華
青
年
会
館
な

ど
の
親
中
国

の
団
体
や
学
生
が
多
く
集
ま
る
場
所
は
、
日
本

の
警
察

に
よ

っ
て
捜
索
さ
れ
、

一
部

の
留
学
生
と
華
僑

が
逮
捕
さ
れ
る
事
態

ム
カ
　

に
ま
で
た
ち

い
た

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
留
日
学
生

・
華
僑

が
中
国
大
陸

へ
帰
国
す

る
に
は
、
複
雑
な
手
続
き
と
煩
雑
な
帰
国
ル
ー
ト
を
経
由
し
な
け
れ

　お
　

ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
留
日
学
生

は
秘
密
裏
に
個
別
帰

国
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五
二
年

ま
で
に
帰
国
し
た
留
日
学
生

の
人
数
は

一
〇

二
人
か
ら
三
〇
〇
人
程

度

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
中
に
は
数
多
く

の
台
湾
省
籍

の
留
学
生

・
華

ムめ
　

僑
も
含
ま
れ
て
い
た
。

帰
国
促
進
政
策
な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
中
国
人
留
学
生
、
知
識

人
が
帰
国

の
途
に

つ
い
た
が
、

そ
れ
は
簡

単
な
も

の
で
は
な
か

っ

た
。
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
か
ら
中
国
大
陸

へ
帰
国
す
る
際
、

香
港
経
由

の
ル
ー
ト
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ

リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
香
港
経
由
の
帰
国
も
妨
害
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
英
連
邦

の
国
家
や
植
民
地
で
は
、
中

国
人
に
対
す
る
香
港

へ
の
ビ
ザ
発
給
を
拒
否
す
る
、
中
国
大
陸

へ
の
入
国
許
可
書
を
持

っ
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て
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
、
帰
国
予
定

の
中
国
人

の
香
港

へ
の
入
国

ハれ
　

を
拒
否
す

る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
米
国
や
日
本

の
中
国
人
に
対
す
る
出
国
制
限

は
、
技
術
者
や
高
級
知
識
人
に
は
と
く
に
厳
し
か

っ
た
。
米
国
政
府

は
、
彼
ら
を
通
じ
て
共
産
主
義
国
家

の
中
国
に
先
進
技
術
や
情
報
が

流
入
す
る

こ
と
を
危
惧
し
た
か
ら

で
あ
る
、
と
中
国
政
府
は
分
析
し

ム
お
　

て
い
た
。

し
か
し
、
よ
り
広
い
コ
ン
テ
ク

ス
ト
か
ら
み
て
、
台
湾
省
籍
の
留

学
生

・
華

僑
を
含
め
た
留
日
学
生

・
華
僑
が
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
を

選
択
し
た

理
由
と
し
て
、
ω
戦
後
日
本

で
の
生
活
が
困
難
で
あ

っ

た
、
②
国
府
の
留
日
学
生
甑
審
政
策
や
、
浄
化
政
策
に
よ

っ
て
、
留

日
学
生

・
華
僑
の
心
を
失

っ
た
、
③
人
民
政
府
及
び
日
本

の
親
中
国

メ
デ
ィ
ア
、
団
体
に
よ
る
宣
伝
が
奏
功
し
た
と
い
う
三
点
が
主
因
で

ムロ
　

あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
海
外
留
学
生

・
華
僑

の
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
は
、
国

府
側

に
も
危
機
感
を
抱
か
せ
、

「日
本
に
留
学
し
て
い
る
学
生
を
何

と
か
争
取

し
て

(台
湾

に
)
帰
国
さ
せ
る
業
務
」

の
推
進
に
つ
な

ムの
　

が
っ
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
民
政
府

は
、
国
府

の
こ
の
よ
う
な
動
き

を
看
過
で
き
な
か

っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
対
応
策
は
、
ω
外
国
在
住

の
中
国
人

留
学
生
、
華
僑

の
状
況
を
調
査
し
、
帰
国
さ
せ
る
可
能
性

を
探

る
、
②
滞
在
国
政
府

の
阻
害

の
前
に
、
帰
国
す
る
決
心
が
揺
る

が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
新
た
に
帰
国
し
た

い
留
学
生
を
増
や
す
た
め

に
、
帰
国
呼
び
か
け
や
宣
伝
工
作
を
強
め
る
、
㈹
留
学
生
た
ち
が
、

帰
国
で
き
る
よ
う
に
ビ
ザ
の
発
給
方
法
な
ど
に

つ
い
て
、
外
国
政
府

と
協
議
す
る
、

こ
の
三

つ
に
大
別
で
き
る
。

ま
ず
、
外
国
在
住
の
中
国
人
留
学
生

の
状
況

に
関
す
る
調
査

は
、

辮
委
会
を
設
立
し
た
直
後
か
ら
、
調
査
組

に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
、

一

九
五
六
年

一
一
月
三
〇
日
の
辮
委
会
が

「国
家
専
家
局
」
に
合
併
さ

バ
ぬ
　

れ
る
ま
で
続

け
ら
れ
た
。
調
査
方
法
は
、
主
に
国
内
在
住

の
家
族
、

友
人
を
通
じ
た
り
、
帰
国
留
学
生

・
華
僑
の
紹
介
、
及
び
国
外
の
親

中
国
団
体
、
学
生
組
織
を
通
じ
た
調
査

で
あ
る
。
調
査
は
主
に
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
西
側
先
進
諸
国
で
行
わ
れ
、

調
査
内
容
も
留
学
生
組
織
と
個
人
を
分
け
て
、

行
わ
れ
た
。
調
査
結

果
に
は
、
各
国

の
学
生
組
織
の
構
成
、
主
要
機

関
紙
、
学
生
の
政
治

思
想
状
況
や
留
学
生
の
人
数
、
そ
の
中

で
帰
国
す
る
可
能
性
の
あ
る

ム
ぴ
　

学
生

の
個
人
的
な
事
項
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
海
外
在
住
の
留
学
生
、
知
識
人
を
帰

国
さ
せ
る
た
め
の
活

動
で
あ
る
。
留
学
生
に
対
す
る
調
査

は
帰
国
促
進
活
動

に
直
結
す
る

も

の
で
あ

っ
た
た
め
、

こ
の
業
務
も
調
査
組
が
担
当
し
た
。
具
体
的

な
勧
誘
方
法
は
、
時
期
に
よ
っ
て
多
少
の
違

い
が
み
ら
れ
る
が
、
主

に
以
下

の
七
種
類
で
あ
る
。

ω
す
で
に
帰
国
し
た
留
学
生
を
通
じ
て
、
海
外
に
滞
在
し
て
い
る

彼
ら

の
友
人
、
親
戚
の
留
学
生
に
手
紙

を
出

し
て
、
帰
国
を
勧
め

る
。
②
留
学
生
の
家
族
を
通
じ
て
、
留
学
生

に
帰
国
す
る
よ
う
に
勧

め
る
。
⑧
科
学
者
、
学
者
、
教
授
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
友
人

・
知
人
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ハれ
　

で
あ
る
留
学
生
に
手
紙
を
出
し
、
帰
国
を
勧
め
る
。
㈲
留
学
生

の
家

族
が
比
較
的
に
多

い
都
市

(北
京
、
天
津
、
上
海
、
南
京
、
武
漢
、

広
州
、
重
慶
な
ど
)
で
留
米
学
生
家
族
連
誼
会
及
び
座
談
会

を
設

ム
あ
　

立

・
開
催

し
、
留
学
生

の
状
況
を
調
査
し
、
帰
国
を
促
す
。
㈲
国
際

新
聞
局
刊
行
物
の

『
人
民
中
国
』
を
広
く
配
布
し
て
、
宣
伝
資
料
と

し
て
使

い
、
ま
た
海
外

の
中
国
系
刊
行
物
を
利
用
し
て
、
帰
国
キ
ャ

ム
あ
　

ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。
㈲
留
学
生

の
定
期
的
な
帰
国
観
光
を
実
施
す

る
。
ω
香
港
、

マ
カ
オ
で
留
学
生
家
族
と
留
学
生

の
面
会
を
実
現
さ

ム
　
　

せ
る
。
朝
鮮
戦

争
前
後

の
時
期
、
米
中
関
係

の
改
善

が
み
ら
れ
な
い
な

か
、
人
民
政
府
は
、
帰
国
希
望
の
留
学
生
に
中
国
大
陸
に
戻
れ
る
よ

う
、
香
港
政
府
や
イ

ン
ド
政
府
に
直
接
交
渉
を
試
み
、
香
港
あ
る
い

は
イ
ン
ド
を
経
由
し
て
中
国
に
帰
国
す
る
ル
ー
ト
を
確
保
し
よ
う
と

ハ
め
　

努
力
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的
な
問
題
解
決
に
は
、
当
事
者
で
あ
る

留
学
生

・
華
僑
が
滞
在

し
て
い
る
国

の
政
府
と
の
直
接
交
渉
が
不
可

避

で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
海
外
在
住

の
中
国
人
留
学
生

・
華

僑

の
帰
国
を
実
現
す
る
た
め
、
人
民
政
府

が
多
面
的

に
活
動
し
て
い

た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

し
か
し
、
国
内

の
人
材
育
成
に
少
し
ず

つ
成
果
が
出
始
め
、

一
部

帰
国
華
僑

・
留
学
生
に
適
切
な
就
職
先
を
斡
旋
で
き
な
く
な

っ
た
こ

と
か
ら
、

一
九
五
七
年

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
人
材
以
外

の
華
僑
、
留
学
生

ハ
　
　

の
帰
国
を
促
進
し
な
い
と
の
決
定
以
降
も
、
台
湾
省
籍
あ
る
い
は
少

数
民
族

の
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
促
進
活
動

が
行
わ
れ
た

の
は
、

「共
産
主
義
中
国
」

の
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
と
い
う
目
的
も

ム　
　

あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
点
を
総
合

す
る
と
、
朝
鮮
戦
争

後
、
資
本
主
義
諸
国
在
住

の
中
国
人
留
学
生

・
華
僑
の
帰
国
促
進
政

策

は
、
単
な
る
人
材
獲
得

の
範
疇
を
越
え
、

む
し
ろ
台
湾

の
国
府
と

ど
ち
ら
が

「正
義
」
で
あ
り
、
中
国
を
代
表

す
る

「正
当
な
政
府
」

で
あ
る
か
を
め
ぐ
る
政
治
的
正
統
性
獲
得
の

一
形
態
に
発
展
し
た
と

言
え
よ
う
。

中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
交
渉
過
程
と

留
日
学
生

・
華
僑

の

「帰
国
交
渉
」

す
で
に
ふ
れ
た
通
り
、
朝
鮮
戦
争
前
後

の
時
期
、
留
日
学
生

・
華

僑

の
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
は
G
H
Q
と
日
本
政
府

に
よ

っ
て
厳
し
く

制
限
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

一
九
四
九
年
八
月

か
ら

一
九
五
〇
年
六

月
ま
で
に
帰
国
し
た
留
日
学
生

の
人
数
は
わ
ず

か

一
四
名
で
、
同
時

期

に
米
国
か
ら
帰
国
し
た
留
学
生
の
>>1
1
O
名

に
比

べ
、
小
規
模

で

ム
ハ
　

あ

っ
た
。
多
く
の
留
日
学
生
を
帰
国
さ
せ
る
た

め
、

一
九
五
〇
年
六

月

一
八
日
、
中
華
全
国
学
生
聯
合
会

は
留
日
学
生
に
対
す
る
帰
国
要

ムの
　

請

の
手
紙
を
同
学
総
会
に
送
付
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
人
民
政
府
部

門
を
代
表
し
て
留
日
学
生
に
帰
国
し
て
祖
国

の
建
設
に
参
加
す
る
よ

う
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、

一
部
の
留
日
学
生
に
は

「教
育
部
帰
国
留
学
生
招
待
処
」
か
ら
帰
国
要
請
書
が
直
接
送
付
さ
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れ
た
。
そ

の
要
請
書
に
は

「中
華
人
民
共
和
国
は
貴
方
及
び
他

の
留

学
生
が
帰
国
し
て
祖
国
の
社
会
主
義
建
設
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を

歓
迎
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
人
民
政
府
か
ら
の
呼
び
か
け
を
受

ハだ
　

け
、
留
日
学
生
は
個
別

に
帰
国
を
始
め
た
。

こ
の
間
、
米
国
政
府

は
台
湾

の
中
華
民
国
を
正
統
政
府
と
し
て
承

認
し
た
が
、
朝
鮮
戦
争

の
勃
発
後

は
、
中
華
人
民
共
和
国
を
封
じ
込

め
る
方
針

を
固
め
、
対
日
講
和
交
渉
か
ら
人
民
政
府
を
排
除
す
る
態

度
を
明
確

に
し
た
。
日
本
と
中
国
の
講
和
問
題
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス

コ
条
約

交
渉
か
ら
排
除

さ
れ
、
単
独

で
行

わ
な
け
れ
ば

な
ら
な

か

っ
た
。

そ

の
た
め
、
日
本
政
府
は
米
国

の
圧
力
を
受
け
る
な
か

で
、
国
府

と
の
講
和
を
選
択
し
、

一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
両
国
政

府
は
台
北

で

「日
華
条
約
」

(「日
本
国
と
中
華
民
国
と
の
間
の
平
和

ム
お
　

条
約
」
)

に
調
印
し
た
。

「日
華
条
約
」

の
締
結
に
対
し
て
、
人
民
政

府
は
た
だ
ち
に
声
明
を
出
し
、
中
国
を
代
表
す
る
政
府
と
し
て
の
反

　れ
　

対
姿
勢
を
表
明
し
た
。

サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
発
効
以
降
も
、
日
本
政
府
は
国
府
と
の

外
交
関
係

を
継
続
し
、
人
民
政
府
と
の
間
に
は
外
交
関
係
が
な
い
状

態
が
続

い
た
。
日
本
と

の
関
係
打
開
と
国
交
関
係
の
樹
立
は
、
建
国

ム
お
　

後
の
人
民
政
府
に
お
け
る
重
要
外
交
課
題

の

一
つ
で
あ

っ
た
。
そ
の

解
決
策
と

し

て
推
進
さ
れ
た

の
は
、
「以
民
促
官
」
(民
間
交
流
を

ム　
　

以

っ
て
、
政
府
間
関
係
を
促
進
す
る
)
と

い
う
政
策
で
あ

っ
た
。

建
国
直
後

の
中
国
は
、
日
本
と
の
間
に
民
間
交
流

で
さ
え
、
非
常

に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
そ

の
打
開
策
と
し
て
、
日
本
国

民
が
広
く
希
望
し
て
い
た
日
中
貿
易
と
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
と

い
う
二
つ
の
課
題
を
推
進
し
て
い
た
。
と
く
に
、
中
国
残
留
日
本
人

の
帰
国
を
め
ぐ
る
中
国
側
の
努
力
は
、
日
本
の
対
中
世
論
を
動
か
す

ムリ
　

重
要
な
要
素
と
な

っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
留
日
学
生

・
華
僑

の
帰
国
問

題
も
、
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
交
渉
に
組
み
込
ん
で
、
解
決
を
図

る
よ
う
に
な
る
。

戦
後
海
外
残
留
日
本
人

の
引
き
揚
げ
は
、
日
本

に
と

っ
て
戦
後
処

理
の
重
要
課
題

の

一
つ
で
あ

っ
た
。

一
九
五
〇
年

四
月
末
ま
で
に
六

二
四
万
余
り
の
在
外
日
本
人

の
帰
還
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
も

の
の
、
国
共
内
戦

に
よ
り
、
中
共
支
配
地
域
に
多
数
の
残
留
日
本
人

が
取
り
残
さ
れ
、
そ
の
数
は
人
民
政
府
や
日
本

政
府

の
推
計
に
よ
る

ムゆ
　

と
、
三
万
名
か
ら
四
万
名
強
と
み
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
し
て
、
日
本
国
内

で
は
中
国
か
ら
の
引
揚
促
進
運
動
が
高
揚
し
、

日
本
政
府
や
日
本
赤
十
字
社
、
国
連
や
国
際
赤
十
字
な
ど
を
通
じ
た

ムれ
　

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
五
〇
年
夏
、
国
際
会
議

の
場

で
日
本
赤
十
字
社
会
長
島
津
忠

承
と
中
国
紅
十
字
社
会
長
李
徳
全

の
会
談
が
実
現
し
、
日
本
側
か
ら

中
国
残
留
日
本
人
の
引
揚
支
援
に
つ
い
て
働
き

か
け
が
あ

っ
た
も
の

ハ　
　

の
、
中
国
側
か
ら
肯
定
的
な
回
答
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
五
二
年
、
彦
承
志
が
対
日
活
動
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
、
さ

ら
に
北
京
飯
店

に
彦
承
志
辮
公
室
を
設
立
し
、
対
日
外
交
に
新
た
な

ハ　
　

動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
同
年
七
月

に
、
毛
沢
東
と
周
恩

来
に
よ

っ
て
、
在
華
日
本
人

の
帰
国
支
援
事
業

計
画
が
批
准
さ
れ
、
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同
計
画
に
携
わ
る
中
国
紅
十
字
総
会
、
外
交
部
、
公
安
部
及
び
衛
生

部
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
中
央
レ
ベ
ル
の
日
僑
事
務
委
員
会
が
発
足

ム
　
　

し
た
。
一
九
五

二
年

一
二
月

一
日
、
人
民
政
府

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
は
新
華

社
記
者

の
質
問
に
答
え
る
形
で
、
中
国
残
留
日
本
人
の
人
数
及
び
生

活
状
況
を
発
表
し
、
そ
の
う
え
、
日
本

の
適
切
な
機
関
あ
る
い
は
人

民
団
体

の
代
表
は
、
中
国
紅
十
字
会
と
連
絡
し
、
中
国
残
留
日
本
人

の
帰
国
問
題

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述

べ
た
。
さ
ら

ム
　
　

に
、
北
京
広
播
電
台
を
通
じ
て
、
こ
の
方
針
を
日
本
側
に
伝
え
た
。

問
題
解
決

に
中
国
側

の
積
極
的
な
姿
勢
が
明
確
に
示
さ
れ
た
と
言
え

よ
う
。
中
国
か

ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
、
吉
田
茂
政
権

は
、
「積
極
的

な
措
置

を
使

っ
て
在
華
邦
人
に
帰
国
さ
せ
る
」
と
即
応
し
た
。
ま

た
、
日
本
政
府

は
人
民
政
府
が
求
め
て
い
た

「三
団
体

(日
本
赤
十

字
社
、
日
中
友
好
協
会
、
日
本
平
和
連
絡
会
)
方
式
」
に
よ
る
交
渉

ハ　
　

に
も
同
意

し
た
。

一
九
五
二
年

一
二
月
、
中
国
残
留
日
本
人
引
揚
に

関
す
る
事
前
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
日
本
政
府
が
引
揚
船
を
中
国
に

派
遣
す
る

こ
と
が
日
本
国
内
で
報
道
さ
れ
る
と
、
留
日
学
生
や
華
僑

は
引
揚
船
を
利
用
し
た
帰
国
を
希
望
し
始
め
た
。
そ
こ
で
、
東
京
華

僑
総
会
な
ど

の
中
国
関
連
団
体
は
、

一
九
五
二
年

一
二
月
、
留
日
学

生

・
華
僑

の
帰
国
及
び
中
国
人
捕
虜

の
遺
骨
送
還
を
日
本
政
府
と
三

団
体
、
人
民
政
府

に
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
要
望
を
受
け
、
人
民

政
府
は
中
国
残
留
日
本
人
引
揚
交
渉

の
中
で
留
日
学
生

・
華
僑
の
帰

ム
　
　

国
及
び
遺
骨
送
還
を
強
く
要
求
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
以
上
の
経
緯

を
経
て
、
相
互

の
国
民
の
帰
国
問
題

に
関
す

る
対
等
な
[口
中
協
議
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年

一
月
二
四
日
、
日
本
政
府
と
三
団
体
の
代
表
が
香
港

ハ
　
　

経
由
で
北
京
に
到
着
し
た
。
二
月

一
五
日
以
降

、
彦
承
志
を
団
長
と

す
る
中
国
紅
十
字
会
代
表
団
と
の
間
で
公
式

会
談
は
計
四
回
行
わ

れ
、
中
国
残
留
日
本
人
の
帰
国
業
務
に
関
す
る

「北
京
協
定
」
が
三

ムれ
　

月
五
日
締
結
さ
れ
た
。
三
月
七
日
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
の
三
団
体

と
中
国
紅
十
字
会
は

「日
本
人
居
留
民
の
帰
国
援
助
問
題
に
関
す
る

ム
　
　

共
同

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
」
を
北
京
で
発
表
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
日
本
政

府

は
引
揚
船
を
中
国

の
天
津
、
秦
皇
島
、
上
海

に
派
遣
し
、
中
国
政

府

は
全
国
各
地
に
居
住
し
て
い
た
日
本
人
を
乗
船
場
所
に
集
め
る
方

ム
　
　

式

で
日
本

へ
の
帰
国
を
実
現
す
る
と
い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

一
連

の
日
本
人
引
揚
交
渉
で
は
、
「引
揚
船

が
日
本
か
ら
出
港
す

る
際
、
帰
国
希
望
者

の
華
僑
及
び
遺
骨
を
同
乗

さ
せ
て
欲
し
い
」
と

　
　
　

の
要
望
が
中
国
側
か
ら
出
さ
れ
た
。
日
本
赤
十
字
社
は
要
望
を
受
け

入
れ
、
両
者

の
間
で

「秘
密
口
頭
了
解
」
が
成
立
し
た
。
日
本
政
府

ハ　
　

(外
務
省
)
も
、

こ
の
了
解
を
是
認
し
た
。
日
中
双
方

の
合
意
に
基

づ
き
、

一
九
五
三
年
三
月
二
一二
日
、
引
揚
船
第

一
便

「興
安
丸
」
が

ム　
　

舞
鶴

に
入
港
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
国
府

の
反

対
な
ど

の
理
由

に
よ

り
、
在
日
中
国
人
の
引
揚
船

に
よ
る
帰
国
は
実
現
で
き
ず
、
留
日
学

ム
　
　

生

・
華
僑
は
抗
議
活
動
を
展
開
し
た
。
日
本

の
華
僑

・
留
学
生
帰
国

委
員
会
、
留
日
学
生
帰
国
会
議
も
、
中
国

の
華

僑
事
務
委
員
会
に
対
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し
、
在
日
華
僑
及
び
留
学
生
の
状
況
を
説
明
し
、
引
揚
船
を
使

っ
た

帰
国

へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
人
民
政
府
は
、
要

ム
　
　

求
実
現

へ
の
協
力

を
約
束
し
た
。
他
方
、
日
本
政
府
は
国
府
を
説
得

し
、
国
府

も

一
九
五
三
年
六
月
出
港
予
定

の
第

四
次
引
揚
船

へ
の
中

ム
　
　

国
留
日
学
生

・
華
僑

の
乗
船
を
容
認
し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し

て
、

一
九
五
三
年
六
月
二
七
日
出
港

の
中
国
残
留
日
本
人

引
揚
船
に

は
、
五
五

一
名
の
留
日
学
生

・
華
僑
が
乗
り
込
む
こ
と
が

ハ　
　

で
き
た
。
そ
れ
以
降
、

一
九
五
八
年
六
月
二
九
日
に
引
揚
事
業
が
終

了
す
る
ま

で
の
問
に
、
在
華
日
本
人
引
揚
船
を
利
用
し
て
三
七
九
四

ムレ
　

名

の
留
日
学
生

・
華
僑
の
帰
国
が
実
現
し
た
。

四

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
前
後
に
お
け
る

中
国
留
学
生
の
帰
国
問
題
に
関
す
る
交
渉

こ
の
よ
う
に
留
日
学
生

・
華
僑

の
帰
国
問
題

は
、

一
九
五
三
年

に

そ
の
緒
に

つ
い
た
。
し
か
し
、
中
国
の
留
学
生
帰
国
促
進
政
策
に
お

け
る
最
大

の
難
関

で
あ

っ
た
留
米
学
生

・
華
僑

の
帰
国
問
題
は
、
朝

鮮
戦
争

の
影
響

で
好
転

の
兆
候
す
ら
現
れ
な
か
っ
た
。

「中
国
高
等

教
育
部
留

学
生
管
理
司
」

の
調
査

に
よ
れ
ば
、

一
九
五
三
年
五
月
の

時
点
で
、

す
で
に
人
民
政
府
と
連
絡
を
取
り
、
帰
国

の
意
思
を
表
明

し
て
い
た
も
の
の
、
米
国
政
府
の
阻
害
に
よ

っ
て
帰
国
で
き
な

い
留

ム
が
　

米
学
生

の
人
数
は

一
六
〇
名

に
上

っ
た
。
人
民
政
府

の
調
査
に
よ
れ

ば
、

こ
の

一
六
〇
名
以
外
に
も
五
千
人
以
上

の
留
学
生
が
米
国

に

残

っ
て
お
り
、
留
学
生
帰
国
促
進
政
策
の
対
象
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

ム
　
　

い
た
。
留
日
学
生

・
華
僑

の
帰
国
と
同
様
、
留
米
学
生

・
華
僑
の
帰
国
問

題
の
解
決
も
在
華
米
国
人
の
帰
還
問
題
と
関
連

さ
せ
な
が
ら
解
決
を

図
ろ
う
と
し
た
。

一
九
五
三
年
七
月
二
七
日
、
朝
鮮
人
民
軍
、
中
国
人
民
志
願
軍
両

軍
と
国
連
軍
の
間
で

「朝
鮮
停
戦
協
定
」
が
調
印
さ
れ
、
三
年
以
上

も
続

い
た
朝
鮮
戦
争

の
停
戦
が
実
現
し
た
。

一
九
五
四
年
四
月
二
六

日
か
ら
七
月
二

一
日
ま
で
、
米
国
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ソ

連
、
中
国
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
大
韓
民
国
な
ど
の
国
の

代
表
が
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

に
集
ま
り
、
イ

ン
ド

シ
ナ
問
題
な
ど
に
関
す
る

ム
　
　

討
議
を
行

っ
た
。
中
国
は
、
外
交
部
長
周
恩
来

を
団
長
と
す
る
三
六

ム
い
　

名
の
訪
問
団
を
派
遣
し
た
。

会
議
期
間
中
、
米
中
の
代
表

は
、
中
国
滞
在
中
の
米
国
人
と
米
国

滞
在
中

の
中
国
人

の
帰
国
問
題
に
つ
い
て
、
個
別
の
二
国
間
会
談
を

　　
　

行

っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
梢
案
館
編

『中
華
人
民
共
和
国

外
交
梢
案
選
編

(第

一
集
)

一
九
五
四
年
日
内
瓦
会
議
』
(世
界
知

識
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
)
に
は
、
二
一二
頁
を
割

い
て
こ
の
会
談

の

関
連
梢
案
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
資
料
は
、
英
国
代
表
ト
レ
ヴ

ェ

リ
ヤ
.1

(T
rev
elyan
)
が
米
国

の
要
請
に
よ
り
、
米
中
両
国
の
仲
介

役
を
申
し
出
る
場
面
か
ら
始
ま
り
、
中
国
代
表

は
そ
の
仲
介
に
応
じ

る
形
で
会
談
に
臨
ん
だ
と
い
う
構
図
を
描

い
て
い
る
。
中
国
国
内

の

報
道
も
、
会
談
が
英
国
の
仲
介
か

つ
米
国
主
導

で
行
わ
れ
た
と
述
べ
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ム
い
　

て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
四
年
に
公
開
さ
れ
た
外
交
部
梢
案
は
、

朝
鮮
問
題

を
め
ぐ
る
国
際
会
議

の
開
催
が
現
実
味
を
増

し
た

一
九
五

三
年

一
〇
月
に
は
、
外
交
部
が
在
米
中
国
人
に
関
す
る
調
査
を
始
め

ム
い
　

て
い
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
外
交
部
梢
案
館
で
公
開
さ
れ
て
い

る
梢
案

の
内
、
在
米
中
国
人
留
学
生
の
帰
国
問
題
関
連
調
査
の
梢
案

(
一
九
五

三
年

一
〇
月
～

一
九
五
四
年
四
月
二
五
日
)
は
二
八
巻
あ

り
、
と
く

に
、

一
九
五
四
年
四
月

一
八
日
付

の
外
交
部

の

「絶
密
」

(極
秘
)

と
記
さ
れ
た
梢
案

に
は
、
米
国
政
府
に
よ
る
中
国
人
留
学

生

の
抑
留
、
虐
待
を
非
難
す
る
内
容

の
声
明
文
を
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議

中
国
代
表

団
総
合
組
が
会
議
前
に
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
明
記
さ
れ

ム
　
　

て
い
る
。

こ
の
梢
案

で
指
摘
し
た
声
明
文
と
、

一
九
五
四
年
五
月
二

六
日
に
中

国
代
表
団
顧
問
の
黄
華
が
米
国
に
抑
留
さ
れ
た
中
国
華
僑

及
び
留
学

生
の
問
題
に
関
す
る
記
者
会
見
の
際
に
発
表
し
た
声
明
文

ム
い
　

の

一
部

は
酷
似
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
の
前

か
ら
、
人

民
政
府
が
中
国
人
華
僑

・
留
学
生

の
帰
国
問
題

の
解
決
に

向
け

て
、
米
国
と
同
会
議
期
間
中
に
交
渉
す
る
準
備
を
し
て
い
た
こ

と
は
明
白

で
あ
ろ
う
。

ジ

ュ
ネ

ー
ブ
会
議
開
催
期
間
中

の

一
九
五
四
年
六
月
五
日
か
ら
六

月
二

一
日

に
か
け
て
、
両
国
国
民
の
帰
国
問
題
に
関
し
て
、
計
四
回

の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
米
国
側
の
関
心
は
、
八
三
名
の
中
国
在
留
米

国
人

の
帰

国
問
題

で
あ

っ
た
。
と
く
に
、
そ
の
内

の
三
二
名
は
、
中

国

の
法
律

に
違
反
す
る
行
為
、
も
し
く
は
中
国

の
領
空
、
領
海
侵
犯

で
収
監
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
即
時
釈
放
と
帰
国
を
中
国
側
に
強
く

求
め
た
。
他
方
、
中
国
側
の
関
心
は
、

一
九

五
〇
年
以
来
、
米
国
政

府

に
拒

否
さ
れ

て
い
た
中
国
人
留
学
生

・
華

僑

の
出
国
許
可

で

ム
い
　

あ

っ
た
。

米
国
側
の
要
求
に
対
し
、
六
月

一
五
日
の
第

三
回
会
談

の
際
、
中

国
側
は
服
役
中

の
米
国
人
の
量
刑
を
個
別
に
再
検
討
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
。
中
国
側
の
要
求
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
第
三
回
会
談
に
お

い
て
、
米
国
側
が
出
国
申
請
を
拒
否
し
た
中
国
人
留
学
生

・
華
僑
の

ム
　
　

出
国
申
請
を
再
検
討
す
る
と
約
束
し
た
。
続
く
六
月
二

一
日

の
第
四

回
会
談

で
は
、
在
華
米
国
人

の
個
別
案
件
や
中
国
人
留
学
生

へ
の
通

知
方
法
な
ど
、
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
り
、
問

　
　
　

題
解
決

の
基
本
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。

会
談
は
順
調
に
進
ん
だ
が
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会

議
期
間
中

に
行
わ
れ

た
四
回

の
米
中
会
談

で
は
、
問
題
解
決
の
た
め

の
最
終
合
意
ま

で
至

ら
ず
、

一
九
五
五
年
九
月

一
〇
日
の
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
で
の
米
中
大
使
級

ム
い
　

会
談
に
て
、
よ
う
や
く
正
式
な
協
議
結
果
が
出

さ
れ
た
。

ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
期
間
中
に
結
論
を
出
せ
な
か

っ
た

一
因
は
、
第

三
回
会
談

で
中
国
側
か
ら
提
示
さ
れ
た
要
求
を
め
ぐ

っ
て
そ
の
相
違

を
埋
め
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
米
国
代
表

の
ウ
ラ
ル

・
ア

レ
ク

シ
ス

・
%/
m
ン
ソ
.!

(U
ral
A
lex
is
J
oh
n
so
n
以
下
、
ジ

ョ
ン

ソ
ン
)
は
、

一
二
〇
名
及
び
そ
の
他

の
中
国
人

の
帰
国
問
題
を
検
討

す
る
よ
う
米
国
政
府
に
提
案
し
た

い
と
述

べ
た
と

こ
ろ
、
中
国
代
表

の
王
柄
南
は
、
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
、
双
方
国
民
の
帰
国
問
題
に

関
す
る
共
同
声
明
の
作
成
を
提
案
し
た

の
で
あ

る
。
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「貴
方

は
、
中
国
に
居
住
し
て

い
る
米
国
人

の
名
簿

の
提
出
を
求

め
、
名
簿
記
載
者
に
早
期
帰
国

の
機
会
を
与
え
る
よ
う
要
求
し
た
。

逆
に
我
が
国
は
、
米
国
在
住

の
中
国
人
留
学
生
と
華
僑
に
帰
国
の
完

全
な
自
由

を
与
え
て
欲
し

い
と
要
求
す
る
。
こ
の
よ
う
な
情
況
下

で
、
議
論

の
過
程
を
記
し
た
共
同
声

明
を
起
草
し
て
も
よ
い
と
思

う
。
共
同
声
明
で
は
、
お
互

い
の
国
に
居
住
し
て
い
る
相
手
国
の
国

民
は
自
分

の
国
に
戻
る
完
全
な
自
由
を
有
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

我
々
は
、
貴
方
と
こ
の
よ
う
な
声
明
を
作
る
用
意
を
十
分
有
し
て
い

る
。
共
同
声
明
を
通
じ
て
、
双
方

に
居
住
し
て
い
る
相
手
国
の
国
民

に
、
彼
ら
が
自
分
の
国
に
帰
る
自
由
と
権
利
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を

周
知
す

る
こ
と
が
で
き
る
」。

こ
の
提
案
に
対
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
即
座

に

「私
は
共
同
声
明
の

原
稿

に
対

し
て
同
意
で
き
る
か
ど
う
か
を
疑
う
。
ま
た
私
は
こ
れ
が

不
必
要
な

こ
と
だ
と
思
う
」
と
発
言
し
、
否
定
的
な
態
度
を
示
し

た
。
そ
れ

で
も
、
王
柄
南
は
、
共
同
声
明
を
発
表
す
る
必
要
性
を
主

ハ
　
　

張
し
た
。

米
国

か
ら
好
意
的
な
回
答
を
得

ら
れ
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
第

四
回
会
談
で
も
、
王
柄
南
は
会
談
の
三
分

の

一
の
時
間
を
か

け
て
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
再
度
言
及
し
た
。
中
国
側
は
、
す
で
に

以
下

の
よ
う
な
共
同
声
明
草
案
を
起
草
し
、
米
国
側
に
提
示
し
て
い

る
。「ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
に
出
席
し
て
い
る
中
華
人
民
共
和
国
代
表
団

と
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
代
表
団
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

で
僑
民
と
留
学
生
の

問
題
を
め
ぐ
る
会
談
を
行

っ
た
。
双
方

は
と

も
に
、
各
自

の
政
府

は
、
各
自

の
国
内
に
居
住
し
、
法
律
を
犯
し

て
い
な
い
相
手
国
の
国

民
と
留
学
生
が
出
国
し
、
帰
国
す
る
権
利
を
尊
重
す
る
。
こ
れ
ら
の

国
民
と
留
学
生
は
随
時
に
帰
国
す
る
自
由
を
有
す
る
べ
き
で
あ
る
」
。

中
国
側

か
ら

の
共
同
声
明
に
関
す

る
再
度

の
要
請

に
対

し
て
、

ジ

ョ
ン
ソ
ン
は
、
「私
は
す
で
に
説
明
し
た

が
、
イ

ン
ド
シ
ナ
問
題

を
議
論
す
る
会
議
で
、
共
同
声
明
を
発
表
す

る
の
は
、
非
常

に
困
難

で
あ
る
。
私
は
、
我
々
が
声
明
の
文
章
に

つ
い
て
合
意

で
き
る
と
思

わ
な
い
。
我
々
は
、
私
が
作

っ
た
声
明
を
発
表
す
る
予
定

で
あ
る
。

私
は
、
そ
の
声
明
に
貴
方
が
考
え
た
内
容
の
主
要
部
分
を
す
で
に
入

れ
て
い
る
と
思
う
。
も
し
、
貴
方
は
望
む
な
ら
、
類
似
の
声
明
を
発

表
し
て
も
よ
い
。
貴
方
は
そ
の
よ
う
な
自
由

が
あ
る
」
と
述
べ
、
共

同
声
明
の
作
成
を
再
び
拒
否
し
、
別
々
に
声

明
文
を
発
表
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。

米
国
側

の
再
度

の
拒
否
に
も
か
か
わ
ら
ず

、
王
柄
南
は

「貴
方
が

こ
の
よ
う
な
共
同
声
明
を
発
表
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
遺
憾

の
意
を
表
す
。
で
は
、
我
々
は
そ

れ
を
共
同

の
記
録
の
形

に
作
成

し
、
そ
れ
を
双
方

の
僑
民
及
び
留
学
生

の
問
題
に

つ
い
て
の

共
同
了
解
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
貴
方

に
ぜ

ひ
こ
の
提
案
を
再
度
検

討
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
、
共
同
声
明
が
無

理
で
も
、
共
同
記
録
ま

た
は
共
同
了
解
で
の
発
表
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
王
柄
南
の
再
三

の
要
求
に
対
し
て
も
、
ジ

ョ
ン
ソ
ン
は
両
国
が
別
々
に
声
明
と
会
議

記
録
の
形

で
発
表
す
る
と
の
主
張
を
変
え
な
か

っ
た
。
会
談

の
後
半
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部
分
に
お
い
て
、
王
嫡
南
は
、
共
同
声
明
あ
る
い
は
共
同
記
録

の
発

表
と
い
う
主
張
に
終
始

し
た
た
め
、
ジ

ョ
ン
ソ
ン
は

「王
先
生
、

こ

れ
は
す

で
に
我
々
の
会
談

の
討
論
範
囲
を
超
え
て
し
ま

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

(中
略
)
我

々
の
会
談

で
予
定
し
て
い
た
テ
ー

マ
に
限

っ

て
言
え
ば
、
終
了
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
て
も
ら
え
な
い
か
」

ハ
い
　

と
述
べ
、
会
談
を
切
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
共
同
声
明
に
関
す
る
双
方
の
立
場
は
平
行
線
の
ま

ま
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議

に
お
け
る
米
中

の
二
国
間
会
談
が
終
了
し

た
。
両
国
国
民
の
帰
国
問
題
に
関
し
て
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
後
の

七
月

一
五
日
と
二

一
日
に
も
、
米
中
は
引
き
続
き
協
議

を
行

っ
た

が
、
結
論

に
は
至
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
以
外

の

「中
米
両
国
代
表
会

合
」

の
実
現
そ

の
も
の
は
、
「中
米
接
触

の

ム
い
　

門
を
開

い
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
領
事
級
会
談
が
同
年
九
月
二
日
か
ら
行
わ
れ
た
も
の

の
、
こ
こ
で
も
帰
国
問
題

の
最
終
決
着
に
は
至
ら
ず
、

一
九
五
五
年

八
月

一
日
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ

で
米
中
両
国
大
使
級
会
談
が
開
催

さ
れ

た
。
会
談

の
冒
頭
、
中
国
側
か
ら

一
一
名

の
米
国
人
ス
パ
イ
を
釈
放

す
る
と
表
明
し
、
米
国
側
は
謝
意
を
示
し
た
。
そ
し
て
中
国
側

の
提

案
に
よ
り
、
双
方

の
僑
民

の
帰
国
問
題
が
大
使
級
会
談
の
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
銭
学
森
を
含
む
在
米
中
国
人
知
識
人

の
帰
国

問
題
を
め
ぐ
る
激
し
い
や
り
と
り
の
結
果
、
米
国
政
府
は
八
月
四
日

に
、
銭
学
森
の
出
国
を
許
可
す
る
。
さ
ら
に
九
月

一
〇
日
、
両
国
の

僑
民
帰
国
問
題
に
関
す

る

「中
華
人
民
共
和
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

両
国
大
使
協
議
に
関
す
る
声
明
」
が
発
表
さ
れ
、
両
国
在
住
の
相
手

ム
　
　

国
僑
民
が
自
由

に
帰
国
す
る
権
利
を
有
す
る

こ
と
を
宣
言
し
た
。

こ

の
共
同
声
明
発
表
を
受
け
、
出
国
申
請
を
拒

否
さ
れ
て
い
た

一
二
〇

名

の
在
米
中
国
人
留
学
生

・
華
僑
の
内
、

一
九
五
五
年

一
一
月
二
〇

ハ
い
　

日
ま
で
に

一
〇
三
名
の
出
国
許
可
が
下
り
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

建
国
初
期
の
中
国
は
、
向
ソ

一
辺
倒

の
政
策
を
貫
き
、
国
際
的
に

孤
立
し
た
状
況
が
続

い
た
。
そ
の
た
め
、
多
く

の
国
々
と
の
国
交
関

係
を
な
か
な
か
構
築

で
き
な
か

っ
た
。
よ
り
多
く

の
国
と
国
交
を
結

び
、
国
際
的
な
孤
立
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
、
建
国
初
期
の
中
国
外

交
に
お
け
る
重
要
課
題

で
あ

っ
た
。
外
国
、
と
く
に
資
本
主
義
諸
国

に
滞
在
し
て
い
る
中
国
人
留
学
生
や
、
華
僑

の
帰
国
も
、
そ
の
よ
う

な
国
際
環
境
下
で
、
外
交
交
渉
の
重
要
な
議

題
の

一
つ
と
な

っ
た
。

在
外
留
学
生
の
帰
国
促
進
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
の
辮
委
会

に
は
、

人
材
育
成

・
任
用
を
所
管
す
る
教
育
部
と
財
委
会
人
事
局
、
政
委
会

の
人
事
局
の
み
な
ら
ず
、
外
交
部
、
情
報
総
署
、
新
聞
総
署
、
文
化

ム
い
　

部
と

い
っ
た
外
交
、
情
報
、
宣
伝
部
門
ま
で
も
参
加
し
た
。

こ
の
点

か
ら
見
れ
ば
、
留
学
生
の
帰
国
促
進
政
策
は
単
な
る
人
材
政
策
だ
け

で
は
な
く
、
中
国
の
外
交
、
対
外
政
策

の

一
環
と
し
て
の
位
置
づ
け

も
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。
中
国
政
府

の
政
策
が
実
を
結
び
、
資
本

主
義
諸
国
に
滞
在
し
、
帰
国
を
希
望
し
た
中
国
人
留
学
生

・
華
僑
の
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多
く
は
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
米
国
と
日
本
に

滞
在
し
て
い
た
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
促
進
政
策
は
、
資
本
主
義
国

家
に
滞
在

し
て
い
る
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
促
進
政
策

の

一
環
と
位

置
づ
け
ら
れ
る
。
日
本

に
滞
在

し
て
い
た
留
学
生

・
華
僑

の
中
国
大

陸

へ
の
大
量
帰
国
が
実
現
し
た

の
も
、
中
国
政
府
が
在
華
残
留
日
本

人

の
帰
国
交
渉

の
場

で
、
日
本
政
府
に
対
し
て
要
求
し
た
結
果
と
言

え
よ
う
。

ま
た
、

人
民
政
府
が
外
交
交
渉

の
場
を
利
用
し
て
ま
で
、
海
外
在

留
の
中
国
人
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
を
実
現
し
た
の
は
、
建
国
直
後

の
ハ
イ

レ
ベ
ル
人
材
不
足

の
状
況
を
解
消
し
た
い
た
め
だ
け
で
は
な

か

っ
た
。

い
ま

一
つ
重
要
な
理
由
は
、

「外
事
幹
部
」

の
起
用
ル
ー

ル
で
あ
る

「男
起
炉
吐
」

の
影
響

で
、
建
国
直
後
の
中
国
で
は
、
外

国
語
に
堪
能
で
あ
り
、
専
門
知
識
を
持

つ
、
か
つ
経
歴
上
も
問
題
が

な
い
人
材
を
確
保
し
に
く
い
状
況
が
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

中
国
大
陸
及
び
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争
が
終
了
し
た
後
も
、
多
く
の

日
米
の
国
民
と
捕
虜

が
中
国
に
残
さ
れ
た
。
同
時
に
、
米
国
と
日
本

の
国
内

に
も
多
く
の
中
国
人
留
学
生
と
華
僑
が
残
さ
れ
て
い
た
。
相

手
国
か
ら

の
自
国
民
の
帰
国
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
米
と
の
直

接
交
渉

が
不
可
避

で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
中
国
に
と

っ
て

一
連

の
交
渉

は
、
孤
立
し
た
外
交
状
況
を
突
破
す
る
契
機

に
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。

ま
た
、
中
国
政
府
が
、
西
側
陣
営
に
在
住
し
て
い
る
留
学
生

・
華

僑

の
帰

国
促
進
政
策
を
、
台
湾

の
国
民
党
政
権
を
意
識
し
て
実
施
し

て
い
た
こ
と
も
、
梢
案
史
料

に
も
と
づ
き
解

明
で
き
た
。

つ
ま
り
、

建
国
間
も
な
い
中
華
人
民
共
和
国

の
国
家
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
る
た

め
に
も
、
西
側
諸
国
在
住

の
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
を
促
進
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
腐
敗
し
た
国
民
党
政
権
が
統
治
す
る
台
湾
に
帰
国
す

る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
共
産
主
義
政
権

の
中
国
大
陸

へ
の
帰
国
、

と
く
に
台
湾
籍

の
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
は
人
民
政
府

に
と

っ
て

は
、
大
き
な
政
治
的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

人
民
政
府
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
が
開
催

さ
れ
た
際
、
中
国
に
戻

る
こ
と
を
希
望
し
た
在
米
華
僑
及
び
中
国
人
留
学
生

の
帰
国
を
認
め

ム
い
　

る
よ
う
、
米
国
と
協
議
し
た
。

一
連
の
外
交
交
渉
が
成
果
を
あ
げ
、

一
九
五
五
年
に
銭
学
森
を
含
め
た

一
部

の
在
米
中
国
人
学
者
、
留
学

ム
　
　

生

の
帰
国
が
実
現
し
た
。
ま
た
、

一
九
四
九
年
以
降
、
な
お
日
本
に

滞
在
し
て
い
た
留
日
学
生

・
華
僑

の
集
団
帰
国
が
実
現

で
き
た

の

も
、
人
民
政
府
が
、
在
華
日
本
人

の
引
揚
交
渉

の
場

で
、
留
日
学

生

・
華
僑
が
在
華
日
本
人

の
引
揚
船
に
乗

っ
て
帰
国
で
き
る
よ
う
日

ム
い
　

本
政
府
に
要
求
し
た
成
果

で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
民
政
府
の
政
策
展

開
に
よ

っ
て
、

一
九
四
九
年
か
ら

一
九
五
四
年
ま
で
の
間
に
、
教
育

部
に
登
録
さ
れ
た
だ
け
で
も
、

一
四
二
四
名

の
中
国
人
留
学
生
が
資

ハの
　

本
主
義
国
家
か
ら
帰
国
し
た
。

ジ

ュ
ネ
ー
ブ
に
お
け
る
米
中
両
国
の
共
同
声
明
に
関
す
る
交
渉
の

過
程
か
ら
見
れ
ぼ
、
中
国
側
は
、
在
米
中
国
人
の
帰
国
を
最
優
先
課

題
と
し
つ
つ
、
米
国
と
異
な
り
、
具
体
的
な
帰
国
方
法
や
連
絡
方
法

な
ど
に

つ
い
て
の
議
論

に
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
取
ら
ず
に
、
米
国
と
対
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等
な
立

場
で
、
共
同
声
明
を
出
す
こ
と
に
か
な
り

の
労
力
を
費
や
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
に
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議

の
場
で
、
米
中

両
国
に
よ
る
独
自

の
声
明
文
を
出
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
国
の
外
交

的
成
果

を
誇
示
し
た
い
と
い
う
意
図
も
う
か
が
え
る
。
共
同
声
明
文

の
発
表

に
よ
り
、
中
国
は
米
国
と
対
等
に
会
談
で
き
る
立
場
で
あ
る

こ
と
を
内
外

に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は

「平
和
五
原
則
」
に
い
う

「平
等
互
利
」
(平
等
互
恵
)

の
外
交
方
針

と
合
致

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
米
国
や
日

本

の
国
民

の
帰
国
問
題

の
み
に
つ
い
て
の
交
渉

で
は
、
平
等
な
関
係

を
示
す

こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
米
国
と
日
本

に
居
住
し
て
い
る
中

国
人
留
学
生

・
華
僑

の
帰
国
問
題
と
セ
ッ
ト
で
交
渉
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。

米
中
両
国

に
よ
る
共
同
声
明
の
発
表
に
最
後
ま
で
固
執
し
た
中
国

側
に
は
、
米
中
関
係

の
改
善
を
宣
言
し
た
い
と
の
思
惑
が
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
強
調
す
べ
き
点
は
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
会
議
期
間

中
に
両

国
国
民
及
び
留
学
生

の
帰
国
問
題
に
関
す
る
交
渉
し
か
、
米

中
両
国
間
で
実
施
さ
れ
た
直
接
会
談
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
が
米
中
大
使
級
会
談
の
開
催
に

つ
な
が
り
、

一
九

五
五
年

九
月
、
最
終
的

に
米
中
両
国
の
共
同
声
明
の
発
表
に
こ
ぎ

つ

け
た
。
以
上
の
分
析
を
総
合
す
る
と
、
「中
国
人
留
学
生

・
華
僑
の

帰
国
問
題

」
に
関
す
る
会
談
は
、
新
中
国
の
対
米
外
交
に
お
け
る
ひ

と

つ
の
、
し
か
し
重
要

な
二
国
間
交
渉
の
端
緒
を
切
り
ひ
ら
い
た
突

破
口
に
な

っ
た
と
評
価

で
き
よ
う
。

注〈1
>

中

央
教

育

科

学

研
究

所
編

『
中

華

人

民
共

和

国

教

育

大

事

記

1
9
4
9
-
1
9
°。
N
』
教

育

科
学

出
版

社

、

一
九

八

四
年
、

六
頁

。

〈
2
>

許

瀧

「奔

向

光

明

的

時

刻

記

建

国

前

後

的

留

学

生

回

国

潮

」

留
学

生
叢

書
編

委
会

編

『
中

国
留

学
史
葦

』
中

国
友

誼
出

版

公

司
、

一
九
九

二
年
、

九

八

-

一

一

一
頁

。

〈
3
>

丁
傲

・
傅

君

詔

「
回
憶

"
留
美

科

協

"
」

全
国

政
協

豊

北

京

、

上

海

、
天
津

、
福

建

政
協

文
史

資
料

委

員
会
編

『建

国
初

留
学

生
帰

国

記
事

』
中

国
文

史

出
版

社
、

一
九

九
九

年
、

三

1

=
二
頁
。

董
寧

川

「
巴
黎

中

国
学

生

会

情

況

」
、

同
右

書
、

三

三

五

-
三

四
三

頁
。

陳

煽

旺
主
編

『
日
本
華

僑

・
留

学
生

運
動

史
』

日
本

僑
報
社

、

二
〇

〇

四
年

、

一
〇

八
頁
。

〈
4

>

「
中
、

美

関
干

僑

民

及

留
学

生

回
国

問
題

的

会

曙
」

中

華

人

民

共

和
国

外
交

部
梢

案
館

編

『
中
華

人

民
共

和
国
外

交
桜

案

選
編

(第

一
集
)

一
九

五

四
年

日
内

瓦
会
議

』
世

界

知
識
出

版
社

、

二
〇

〇
六

年

、

三
七
九

ー

四
〇

一
頁
。

〈
5
>

拙

論

「留

日

学

生

の
選
択

〈
愛

国
〉
と

〈
歴

史

〉
」

劉
傑

・

川

島

真
編

『
一
九

四
五

年

の
歴
史

認

識

〈
終

戦

〉
を

め

ぐ

る
日

中
対

話

の
試

み
』
東

京

大
学

出
版

会
、

二
〇

〇
九

年
、

二
〇

三

-

二

三

二
頁
。

〈
6
>

前
掲

拙
論

「留

日

学
生

の
選
択

」
。

〈
7
>

前
掲

許

「奔
向

光

明
的
時

刻
」
。

〈
8
>

沈
殿

成
主
編

『
中

国
人

留
学

日
本
百

年
史

一
。。
O
ひ
山

O
ま

』
遼

寧

教
育

出
版

社
、

一
九

九
七

年
。
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〈
9
>

前
掲
陳
煽
旺
主
編

『日
本
華
僑

・
留
学
生
運
動
史
』。

〈10
>

「政
務
院
文
教
委
員
会
辮
理
留
学
生
回
国
事
務
委
員
会
第
二
次

会
議

(会
議
記
録
)」
李
酒
主
編

『中
華
留
学
教
育
史
録

一
九

四
九
年
以
後
』
高
等
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
-
九
頁
に
よ

る
と
、
辮
理
留
学
生
回
国
事
務
委
員
会
に
お
け
る
帰
国
留
学
生
業
務

の
担
当
範
囲

(
一
九
五
〇
年
三
月
)
は
、
ω
国
内
外
の
短
期
大
学
以

上
の
学
校
を
卒
業
し
、
さ
ら
に
学
習
を
目
的
と
す
る
出
国
者
、
②
大

学
学
部
以
上
の
教
育
機
関
を
卒
業
し
た
帰
国
華
僑
、
③
国
内
の
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
外
国
の
大
学
の
正
規
学
習
年
数
を
終
え
た
が
、
卒

業
で
き
な
か
っ
た
者
、
㈲
大
学
卒
業
後
、
外
国
で
就
職
し
た
者
、
と

な
っ
て
い
る
。

〈
H
>

家
近
亮
子
編

『増
補
版

中
国
近
現
代
政
治
史
年
表

一
八
〇
〇

～
二
〇
〇
三
年
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
五
八
頁
。

〈
12
>

岳
慶
平
主
編

『中
南
海
三
代
領
導
集
体
与
共
和
国
科
教
実
録
』

上
巻
、
中
国
経
済
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
ー
二

一
頁
。

〈13
>

傅
琳

「留
米
科
協
成
立
始
末
」
『北
京
党
史
研
究
』

一
九
九
八

年
第

二
期

(総
第

一
〇
九
期
)、
四
〇
1
四
五
頁
。

〈14
>

任
貴
祥

『華
僑
与
中
国
民
族
民
主
革
命
』
中
央
編
訳
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
、
二
七
九
-
四
三
四
頁
。

〈15
>

鉄
竹
偉

『彦
承
志
伝
』
人
民
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
七
四

ー
一
八

一
頁
。

〈
16
>

「摩
承
志
文
集
」
編
輯
弁
公
室
編

・
安
藤
彦
太
郎
監
訳

『彦
承

志
文
集
』
徳
間
書
店
、

一
九
九
三
年
、

一
七
六
ー
二
二
八
頁
。

〈
17
>

「全
世
界
各
地
の
華
僑
同
胞
よ
、
蒋
介
石
の
独
裁
と
売
国
行
為

に
反
対
し
て
団
結
せ
よ
ー

一
九
四
六
年

一
〇
月

一
五
日
」
前
掲

「彦

承

志
文

集

」

編
輯

弁

公
室

編

・
安
藤

彦

太

郎
監

訳

『
塵

承

志
文

集

』

一
七
六

-

一
八

三
頁
。

〈
18

>

国

家
教

委
外

事
司

『教

育
外

事

工
作

歴
史

沿
革

及

現
行
政

策

』

北

京
師

範
大

学
出

版
社

、

一
九
九

八
年

、

二
八

-
三
三
頁

。

〈
19

>

前

掲

許

「奔
向

光

明

的

時
刻

」
。

劉
珊

珊

「建

国
前

後

国

内

輿

論

環
境

与
留

美
帰

国
潮

的
互

動

」
李
喜

所
主

編

『
留
学

生
与
中

外

文

化

』
南

開
大

学
出

版
社

、

二
〇

〇
五
年

、

三
三

二

⊥

二
四
九
頁

。

〈
20
>

前

掲
李

酒
主

編

『
中

華
留

学
教
育

史
録

』

三

-
四
頁
。

〈
21
>

「自
然

科

学

工
作

者

代

表

大
会

簿
備

委

東

北
参

観

団

返
平

該
会

開
始

登

記

帰

国
自

然
科

学

界

留
学

生
」

『
人

民

日
報

』

一
九

四

九
年

八
月

三

一
日
。

〈
22
>

前

掲

李
酒

主
編

『
中

華

留
学
教

育
史
録

』

四
頁
。

〈
23
>

前
掲

中
央

教
育

科
学

研
究

所
編

『
中
華

人

民
共

和
国
教

育

大
事

n+B

1
9
4
9
-
1
9
°。
N
』
六

頁
。

〈
24
>

前
掲

李
酒

主
編

『中

華

留
学
教

育
史

録
』

四
頁

。

〈
25
>

前
掲

「政

務
院

文

教
委

員
会
辮

理

留
学
生

回

国
事
務

委
員

会
第

二
次
会
議

(会

議

記
録

)
」
。

〈
26
>

「留

学
生

回

国
事
務

委

員
会
簡

則
及

会
議

記
録

」

(中

華
・人
民

共

和

国
外
交

部

梢
案

、
日
N
N
⊥
X0
1
0
8
-
0
2
、

一
九

五
〇

年
九

月

二
六

日
-

一
九
五

一
年

二
月

二

一
日

)
。

〈
27
>

沈

志
華

『蘇

聯
専

家
在

$

Q

(
1
9
4
8
-
1
9
6
0
)
』
新

華
出

版
社

、

二
〇
〇

九
年

、

一
ー
四
八

頁
。

〈
28

>

斐

堅

章

主
編

『
中

華

人
民

共
和

国

外
交

史

(
第

一
巻

)
1
9
4
9
-

一
〇
い
ひ
』

世

界
知

識
出
版

社

、

一
九
九

四
年

、

二
ー

三
頁
。

〈
29
>

外

事

工
作

人
員

と

は
、

海
外
関

連
業

務

を
担

当

す

る
職

員

を
意
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味

す

る
。

〈
30
>

王
達

祥

「与
祖

国

同
行

」

『
回

国

五
十

年

建

国

初
期

回

国

旅

日
華
僑

留
学
生
文

集
』

台
海

出
版

社

、

二
〇
〇

三
年

、

一
四
六

-

一
五

〇
頁

。

〈
31
>

「中

組
部

関
干

外
交

人

員

選
派

条

件
的

電

報

(
一
九

四
九

年

一

二
月

二

一
日
)
」

『建

国

以
来

周
恩
来

文
稿

』

第

一
冊
、

中
央

文
献

出

版

社

、

二
〇
〇

八
年

、
七

一
〇

頁
。

〈
32

>

前

掲
許

「奔
向

光

明
的
時

刻
」
。

〈
33
>

「辮

理
留

学
生

回

国
事

務
委

員

会

工
作

概

要

」
前

掲

李
酒

主
編

『中

華

留

学
教

育
史

録

』

一
〇

1

一
七

頁

に

よ

る
と
、

帰

国
者

の
元

滞

在
国

は
、

ア
メ
リ

カ
、

日
本

、

イ
ギ

リ

ス
、

フ

ラ

ン
ス
、

フ
ィ
リ

ピ

ン
、

北
欧

、
カ

ナ
ダ
、

ス
イ

ス
、

ベ
ル
ギ

ー
、

イ

ン
ド
、

イ
タ

リ

ア

で
あ

る
。

〈
34
>

「辮

理
留

学
生

回
国
事

務
的

工
作

概

況
報
告

」

(中
華

人

民
共
和

国
外

交
部

梢
案

、
1
2
2
-
0
0
1
0
°。
⊥
)ひ
、

一
九

五
〇

年

七
月

二
九

日

ー
八

月

三

一
日
)
。

〈
35
>

李
学

昌
主

編

『
中
華

人
民

共
和

国

這
も

山

O
$

事
典

』
上

海
人

民
出

版
社

、

一
九
九

九
年

、

四

二
ー
四

三
頁
。

〈
36
>

前
掲

丁

・
傅

「回
憶

"留

美
科
協

"
」
。

〈
37
>

井

口
治
夫

・
松

田
康

博

「日
本

の
復

興

と
国
共

内
戦

・
朝

鮮
戦

争

」

川
島
真

・
服
部

龍

二
編

『東

ア
ジ

ア
国
際

政
治

史
』

名
古

屋
大

学

出
版

会

、

二
〇
〇

七
年

、

二

一
ニ
ー

二
四

三
頁
。

〈
38

>

、、閃
&

9

冨

力
巳
。「°・

切
己

・゚
2
α
6
昌
窃

=
。
器

勾

巨゚
旨

"昌

§

華

T
eleg
ra
m
,J
u
n
e
1
0
,
1
9
5
0
.

〈
39

>

「
美

国

政

府

掴

留

我

国

留

学

生

問

題

材

料

(摘

要

、

有

関

禁

止

中

国

学
生

出
境

的
法

令
)
」

(中

華
人

民
共

和
国
外

交

部
梢
案

、

一
=
1

0
0
1
1
4

1
、
一
九

一
八
年

五
月

二
二
日

ー

一
九
五

一
年

二

月

一
日

)
。

〈
40

>

前

掲

斐

堅

章

主

編

『
中

華

人

民

共

和

国

外

交

史

(第

一
巻

)

1
9
4
9
-
1
9
5
6
』

1
八

四

-

一
九
〇
頁

。

〈
41

>

前

掲

「美

国
政
府

拍
留

我

国
留
学

生
問

題
材

料

(摘
要

、
有

関

禁

止

中

国

学

生

出

境

的

法

令

)
」
。

前

掲

丁

・
傅

「
回
憶

"
留

美

科

協

"
」
。

〈
42
>

前
掲

丁

・
傅

「
回
憶

"
留
美
科

協

"
」
。

〈
43
>

『
国
際

新

聞

』

一
九

五
〇

年
九

月

二
六

日
。
前

掲

李

学

昌
主

編

『
中

華
人

民
共

和

国

這
お

1
這
O
O
事

典
』

四

ニ
ー

四
三
頁

。

〈
44
>

前
掲

井

口

・
松

田

「日
本

の
復

興

と
国
共

内
戦

・
朝

鮮
戦

争

」
。

〈
　
>

N
ew
Y
o
rk
T
im
es,M

az
c
h
9
,
1
9
5
1
°

〈
46
>

前
掲

「
美
国

政
府
相

留
我

国
留

学
生

問
題

材
料

(摘

要

、
有
関

禁
止

中
国

学
生

出
境

的
法

令
)
」
。

〈
47
>

同
右

。

〈
48
>

前
掲

陳
煽

旺
主

編

『
日
本
華

僑

・
留

学
生
運

動
史

』

八

三
頁
。

〈
49
>

筆

者

の
確

認

に
よ

る
と
、
中

国

留
日

同
学
総

会

の
機

関
紙

は

一

九

四
七
年

三
月

一
〇

日
～

一
九

四
七
年

四
月

三
〇

日

の
名

称

が

『中

華

民

国

留

日
学

生
旬

報

』
、

一
九

四
七

年

五
月

一
日

～

一
九

四

八
年

一
月

三

〇

日
が

『
中

華

留

日
学
生

報

』
、

一
九

四
八
年

五

月

四

日
以

降

の
名

称

が

『中

国

留
日

学
生
報

』

で
あ

る
。

〈
50
>

前

掲
拙

論

「留

日
学
生

の
選
択

」
。

〈
51

>

「中

国

留
学

日
本

同
学
総

会
致
毛

沢

東
主

席
函

」

(中
国

外
交

部

梢
案

館

梢
案

、

10
5
-
0
0
0
1
2
⊥
)一
、

一
九

五
〇
年

三
月

二
五

日
)
。

〈
52

>

前

掲
拙
論

「留

日
学
生

の
選
択

」
。
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〈53
>

郭
平
坦

・
陳
富
美

「建
国
初
期
留
日
学
生
与
旅
日
華
僑
帰
国
状

況
」
前
掲

『回
国
五
十
年
』
四
九
八
-
五

一
〇
頁
。

〈54
>

前
掲
陳
規
旺
主
編

『
日
本
華
僑

・
留
学
生
運
動
史
』
八
三
-

一

〇
〇
頁
。
な
お
、
戦
後
初
期

の
台
湾
及
び
中
国
大
陸
か
ら
の
留
日
学

生
の
日
本
で
の
活
動
状
況
や
、
左
傾
化
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て

は
、
川
島
真
の
論
文
で
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る

(川
島
真

「過
去

の
浄
化
と
将
来
の
選
択
-

中
国
人

・
台
湾
人
留
学
生
」
前
掲
劉

・

川
島
編

『
一
九
四
五
年
の
歴
史
認
識
』
三

一
-
五

一
頁
)。

〈55
>

前
掲
郭

・
陳

「建
国
初
期
留
日
学
生
与
旅
日
華
僑
帰
国
状
況
」

に
よ
る
と
、
出
国
手
続
き
は
東
京
華
僑
総
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。

留
学
生
本
人
が
記
入
し
た
出
国
申
請
書
を
東
京
華
僑
総
会
が
中
華
民

国
駐
日
代
表
団
僑
務
処
に
提
出
す
る
。
そ
の
後
、
僑
務
処
が
G
H
Q

総
部
に
審
査
書
類
を
提
出
し
、
批
准
し
て
も
ら
う
。
中
国
へ
の
帰
国

と
記
入
す
る
と
批
准
さ
れ
な
い
た
め
、
出
国
目
的
は
香
港
や
台
湾
あ

る
い
は
他
国
へ
の
渡
航
と
書
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
出
国
申
請
が

批
准
さ
れ
て
も
、
直
接
中
国
に
行
く
定
期
客
船
が
な
い
た
め
、
中
国

行
き
の
貨
物
船
を
待
つ
か
、
も
し
く
は
香
港
や
他
国
を
経
由
す
る
帰

国
ル
ー
ト
を
採
る
し
か
な
い
。
故
に
、
費
用
が
非
常
に
高
く
、
時
間

も
か
か
っ
た
。
ま
た
出
国
時
の
審
査
も
か
な
り
厳
し
か
っ
た
。

〈56
>

「回
国
参
加
社
会
主
義
建
設
的
留
学
生
情
況
」
前
掲
李
酒
主
編

『中
華
留
学
教
育
史
録
』
五
九
-
六
九
頁
に
よ
る
と
、

一
九
四
九
年

八
月
か
ら

一
九
五
二
年

一
二
月
ま
で
に
中
国
教
育
部
で
登
録
し
た
帰

国
留
日
学
生
は

一
〇
二
人
で
あ
る
。
前
掲

『回
国
五
十
年
』
四
九
八

ー
五

一
〇
頁
と
前
掲
陳
規
旺
主
編

『日
本
華
僑

・
留
学
生
運
動
史
』

一
=

頁
の
資
料
に
よ
る
と
、

一
九
五
三
年
前
ま
で
に
帰
国
し
た
留

日
学

生

・
華

僑

の
人
数

は
三

〇
〇

人
程
度

で
あ

る
。

〈
57
>

「関

干
英

国

和
美

国

阻
難

中

国
留

学

生

回
国

案
的

報

告

及
処

理

事

(
中

文

、

英

文

)
」

(
中

華

人

民

共

和

国

外

交

部

梢

案

、

コ
。゚
1

0
0
3
5
6
⊥
)い
、

一
九

五
〇

年

二
月

二
四

日

ー
六

月

一
七

日
)
。

〈
58
>

「美
国

阻
止

留
学

生
回

国
的
有

関
文

件

」

(中

華

人
民
共

和

国
外

交
部

梢
案

、
1
1
1-
0
0
10
°。占

℃
、

一
九

一
八
年

五

月

二
二
日

～

一
九

五

四
年

五
月

一
七

日
)
。

〈
59
>

「美

国
政

府

如
留

我

国
留

学

生

問
題

材

料

(美

国
拍

留

我

国
留

学

生

的
弁

法

及

主

要
事

実

)
」

(
中

華

人

民

共
和

国

外

交

部

梢
案

、

一
目
占

O
宝
占

一
、

一
九

五
〇

年

=

月

二
日

ー

一
九

五

四
年

三

月

二

五

日

)
。
前

掲

川

島

「
過
去

の
浄

化

と

将

来

の
選
択

」。

前

掲

拙

論

「留

日
学
生

の
選

択
」
。

〈
60
>

前
掲

川
島

「過

去

の
浄

化

と
将

来

の
選
択

」
。

〈
61
>

「争

取

我
国

在

国
外

留
学

生

和

学
者

回
国

服
務

」

前
掲

李

酒
主

編

『
中
華

留
学

教
育

史
録

』
五

-
七

〇
頁

。

〈
62

>

「関

干
留

学
生

問
題
第

二
次

総
結

報

告
」

(中

華
人

民
共

和
国
外

交

部
梢
案

、

12
2
-
0
0
1
0
°。
⊥
)い
、

一
九

五

〇
年

二
月

二

一
日

-
二
月

二

一
日

)
。

「
国
外

留

学
生

国
別

与

学

科
統

計

表

」

(
中
華

人

民
共

和

国

外

交
部
格

案

、
這
N
⊥
)○
δ
。゚
占
刈
、

一
九

五
〇

年
九

月

五
日
)
。

「関

干

争

取

在
資

本
主

義

国
家

留

学
生

帰

国

的

工
作

報
告

」

(中

華

人
民

共

和

国
外

交
部

梢
案

、
1
1
1-
0
0
1
2
5
ゐ

6
、

一
九

五

三
年
五

月

二
三

日
)
。

〈
63
>

「高

等

教

育
部

関

干
争

取
尚

在

資

本

主

義

国
家

的
我

国

留
学

生

回
国

工
作
的

通
知

」
前

掲
李
酒

主

編

『
中
華

留
学

教

育
史
録

』

二

四

ー

二
五
頁
。

〈
64
>

「関
干
争

取

留
学
生

回

国
的
布

置

通
知

」

(中
華

人
民

共
和

国
外
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交
部
梢
案
、
二
一-0
023
5-0
4、

一
九
五
六
年
九
月
八
日
)。

〈65
>

前
掲

「政
務
院
文
教
委
員
会
辮
理
留
学
生
回
国
事
務
委
員
会
第

二
次
会
議

(会
議
記
録
ご
。
前
掲

「関
干
留
学
生
問
題
第
二
次
総
結

報
告
」。
前
掲
拙
論

「留
日
学
生
の
選
択
」。

〈66
>

二

九
五
七
年
争
取
資
本
主
義
国
家
留
学
生
工
作
計
画
」
(中
華

人
民
共
和
国
外
交
部
梢
案
、
11
1-
0025
1占
2
、

一
九
五
七
年
二
月

一

四
日
-
八
月
二
〇
日
)
。

〈67
>

前
掲

「関
干
英
国
和
美
国
阻
難
中
国
留
学
生
回
国
案
的
報
告
及

処
理
事

(中
文
、
英
文
)
」。
「関
干
将
取
道
印
度
返
国
的
欧
美
留
学

生
人
数
、
走
法
等
事
」
(中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
格
案
"
11C了

§

。。
ω
占

N
、

一
九

五

一
年
六

月

八
日

-
六
月

=

日
)
。

「関

干
欧

美

留

学
生

擬

経

印

度

返

国

交

渉

事

」

(中

華

人

民
共

和

国
外

交

部

梢

案

、
=
(了
O
O
O
°。
ω
⊥
)ω
、

一
九

五

一
年
七

月

一
九

日

-
九

月

一
九

日

)
。

〈
68
>

前

掲

「
一
九

五
七

年
争

取
資

本
主

義
国
家

留
学

生

工
作

計
画

」
。

〈
69
>

「外
交

部

、

中

僑

委

関
干

少

数

民
族
華

僑

工
作

問

題
給

我

駐

印

度

、

巴
基

斯

坦

、

阿
富

汗

使

館
的

電
報

」

(中

華

人
民

共
和

国

外

交

部

梢
案

、
コ

。。
-
0
0
6
6
4
-
0
1
、

一
九

五
六

年
七

月

=

日

)
。

「台
湾

在

西
徳

留

学

生

要

求

回

国

事

」

(中

華

人

民

共

和

国

外

交

部

梢

案

、

1
10
-
0
0
°。
出
⊥
)い
、

一
九

五
九

年

一
〇
月

八

日
ー

一
〇
月

一
九

日
)
。

〈
70

>

前
掲

「
辮

理
留

学

生

回
国
事

務
的

工
作

概
況
報

告

」
。

〈
71

>

前

掲

陳

煽

旺

主

編

『
日
本

華

僑

・
留

学

生

運

動

史

』

一
〇

八

頁

。

〈
72
>

前
掲

郭

・
陳

「建

国
初

期
留

日
学

生
与
旅

日
華

僑
帰

国
状

況

」
。

前
掲

陳
煽

旺

主
編

『
日
本
華

僑

・
留
学

生
運

動
史
』

一
〇

八
頁

。

〈
73
>

陳
肇

斌

・
増

田
雅

之

・
池

田
慎

太

郎

「中

国
分

断
後

の
国

際
情

勢
と

日
米

安
保

改
定

」
前

掲

川
島

・
服
部
編

『
東

ア
ジ

ア
国

際
政

治

史

』

二

二
四

-
二
六

八
頁

。

〈
74
>

前
掲

斐

堅

章

主

編

『
中

華

人

民

共

和

国
外

交

史

(
第

一
巻

)

1
9
4
9
-
1
9
5
6
』

一
五
七

-

一
五

八
頁

。

〈
75
>

呉
学
文

『
風
雨
陰

晴
ー

1
我

所
経

歴
的
中

日
関

係

』
世

界
知

識

出

版
社

、

二
〇
〇

二
年

、

二
七

頁
。

前
掲

斐
堅

章
主

編

『
中
華

人

民

共

和

国
外
交

史

(第

一
巻

)
1
9
4
9
-
1
9
5
6
』
六

ー
七

頁
。

〈
76
>

王
仲
全

・
孫

換
林

・
趙

自

瑞

・
紀
朝

欽

『
当
代

中

日
民
間

友
好

交

流
』

世
界

知
識

出
版

社

、

二
〇
〇

八
年

、

ニ
ー

三
頁
。

〈
77

>

前

掲

斐

堅

章

主
編

『
中

華

人

民
共

和

国

外

交

史

(第

一
巻

)

1
9
4
9
-
1
9
5
6
)

六

-
七
頁

、

一
五

八

-

一
六

五
頁

。

〈
78

>

前

掲

王

・
孫

・
趙

・
紀

『
当

代

中

日
民

間

友

好

交

流

』

二

四

頁

。

大

澤
武

司

「在

華

邦

人

引

揚

交

渉

を

め

ぐ

る

戦
後

日
中

関

係

日
中

民

間
交
渉

に
お
け

る

「三

団
体

方
式
」

を
中

心

と

し

て
」

『
ア
ジ

ア
研
究

』
5

=

担
2
ρ
ω

二
〇

〇

三
年
七

月

、
五

四

-
七

〇
頁

。

〈
79
>

前
掲

大

澤

「在

華
邦

人
引

揚
交

渉

を

め
ぐ

る
戦
後

日
中

関
係

」
。

〈
80
>

日
本

赤
十

字
社

編

『
日
本

赤

十
字

社
社
史

稿

』
第

六
巻

、

日
本

赤
十

字
社

、

一
九
七

二
年

、

二
五

六
頁

。

〈
81
>

前
掲

鉄
竹

偉

『
屡
承

志
伝

』

二

一
八
頁
。

〈
82
>

前
掲

大
澤

「在
華

邦

人
引

揚
交

渉

を

め
ぐ

る
戦

後

日
中

関
係

」
。

〈
83
>

前
掲

王

・
孫

・
趙

・
紀

『
当
代

中

日
民
間

友
好

交
流

』
二

四
頁

。

〈
84
>

前
掲

大
澤

「在
華

邦

人
引
揚

交

渉

を
め
ぐ

る
戦

後

日
中
関

係

」
。

〈85
>

呉
日
換

二

九
五
〇
年
代
日
中

・
日
台
関
係
の
構
造
-

在
日

華
僑

・
遺
骨
送
還
交
渉
に
お
け
る

「三
団
体
方
式
」
を
中
心
に
」

『筑
波
法
政
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、

一
五
三
-
一
七
六
頁
。
郭
平
坦

t76



「留
日
同
学
会
引
導
我
椚
走
愛
国
回
国
的
道
路
」
前
掲

『建
国
初
留

学
生
帰
国
記
事
』
四
〇
五
-
四

一
六
頁
。
「旅
日
華
僑
、
留
学
生
帰

国
問
題
有
関
材
料

」
(
中
華
人
民
共
和
国
外
交
部
梢
案
、
δ
いI

oo
2
so-o
2、

一
九
五
三
年
四
月
二
八
日
-
七
月
四
日
)。
前
掲
大
澤

「在
華
邦
人
引
揚
交
渉
を
め
ぐ
る
戦
後
日
中
関
係
」。

〈86
>

社
団
法
人
日
中
友
好
協
会
編

『日
中
友
好
運
動
五
十
年
』
東
方

書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
〇
五
頁
。
前
掲
王

・
孫

・
趙

・
紀

『当
代

中
日
民
間
友
好
交
流
』
二
五
頁
。

〈87
>

前
掲
大
澤

「在
華
邦
人
引
揚
交
渉
を
め
ぐ
る
戦
後
日
中
関
係
」。

〈88
>

前
掲
社
団
法
人
日
中
友
好
協
会
編

『日
中
友
好
運
動
五
十
年
』

四
〇
五
頁
。

〈89
>

前
掲
王

・
孫

・
趙

・
紀

『当
代
中
日
民
問
友
好
交
流
』
二
五
頁
。

〈90
>

前
掲

「旅
日
華
僑
、
留
学
生
帰
国
間
題
有
関
材
料
」。

〈91
>

前
掲
呉

「
一
九
五
〇
年
代
日
中

・
日
台
関
係
の
構
造
」。
前
掲

郭

「留
日
同
学
会
引
導
我
椚
走
愛
国
回
国
的
道
路
」。
前
掲
大
澤

「在
華
邦
人
引
揚
交
渉
を
め
ぐ
る
戦
後
日
中
関
係
」。
「国
府
側
と
微

妙
な
関
係

日
本
政
府
も
送
還
は
希
望
」
『朝
日
新
聞
』

一
九
五
三

年
五
月
二

一
日
。

〈
92
>

前
掲
社
団
法
人
日
中
友
好
協
会
編

『日
中
友
好
運
動
五
十
年
』

四
〇
五
頁
。

〈
93
>

「帰
れ
ぬ
中
国
人
」
『朝
日
新
聞
』

一
九
五
三
年
五
月
九
日
。
前

掲
郭

「留
日
同
学
会
引
導
我
椚
走
愛
国
回
国
的
道
路
」。

〈94
>

前
掲

「旅
日
華
僑
、
留
学
生
帰
国
問
題
有
関
材
料
」。
前
掲
郭

平
坦

「留
日
同
学
会
引
導
我
椚
走
愛
国
回
国
的
道
路
」。
「国
家
の
協

力
求
む

帰
国
希
望
者
大
会
」
『朝
日
新
聞
』

一
九
五
三
年
五
月
二

三
日

。

「中

国
人

代
表
押

掛

く

帰
国

問
題

で
外
務

省

へ
」

『朝

日
新

聞
』

一
九
五

三
年

六
月

六

日
。

〈
95
>

「国

府
、

了
解

の
模

様

在

日
中

国

人

の
送

還

す

べ
て
日
赤

の
手

で
」

『
朝

日
新
聞

』

一
九

五
三
年

六
月

二
日
。

「中

国
人

送
還

決

る

政
府

、

日
赤

に

一
切

を

委

す
」

『
朝

日
新

聞

』

一
九

五

三
年

六

月
七

日
。

〈
96
>

前

掲

王

・
孫

・
趙

・
紀

『
当
代
中

日

民
間
友

好
交

流
』
二
五
頁

。

〈
97
>

「帰

国
船

出

港
年

月

日

、

人
数

」
前

掲

『
回

国

五
十

年

』
五

一

一
-
五

一
二
頁

。

〈
98
>

「部

分
被

拍

留
学

生

名

単

」
前

掲
李

酒

主
編

『
中
華

留

学
教

育

史
録

』

四
六
頁

。

〈
99
>

「
日
内

瓦
会

議

期
間

我

発

言

人
黄

華
向

新

華
社

、

塔
斯

社

、
路

透
社

、
美

聯
社

等
通

訊
社

的

記
者

発
表
関

干
美

国
政

府
無

理
拍

留
我

僑

民
和

留

学
生

的

談
話

」

(中

華

人

民
共

和

国
外

交
部

梢

案
、
N
O
守

0
0
10
0
-
12
、

一
九

五
四
年

五

月

二
六
日

)
。

〈
001
〉

前
掲

王

・
孫

・
趙

・
紀

『
当

代
中

日
民

間
友

好
交
流

』

二

=
ニ

ー
二

一
九
頁
。

〈
101
〉

「中

華

人

民
共

和

国
参

加

日
内

瓦
会

議
代

表

団
名

単

案

巻
編

号

:
2
0
6
Y
0
0
0
1
J
前

掲

中
華

人

民
共
和

国
外

交

部
梢
案

館
編

『
中

華

人
民

共
和

国
外

交
梢

案
選

編

(第

一
集

)

一
九

五

四
年

日
内

瓦

会

議

』

一
五
頁

。

〈
2Ol
〉

「中

国
政

府

代
表

団

在

日
内

瓦

会
議

期

間
同

美

国
政

府
代

表

団

的

闘

争

」

前

掲

李

酒
主

編

『
中

華

留

学
教

育

史

録

』

五

三

-
五

八

頁

。

〈
m01
〉

前

掲

「中

、
美

関
子

僑

民
及
留

学
生

回
国

問
題

的
会

曙
」

三
七
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九

ー
四
〇

一
頁
。

〈
401

〉

「関

干
美

国
政
府

拍
留

我
留

学
生

的
材

料
」

(中
華

人

民
共

和
国

外

交
部

梢

案

、
1
1
1-
0
0
1
2
5
-
0
3
、

一
九

五

三
年

一
〇

月

一
日

-

一
〇

月

三

一
日

)
。

「美
国

政
府
相

留
我

留
学

生
問

題
材

料

(已

帰

国
留
学

生

反

映

美

国

留
学

生

状

況

」

(中

華

人

民

共

和

国

外

交

部

桜

案

、

目

日
X
0
1
14
-
0
5
、

一
九
五

三
年

一

一
月

一
日

ー

一
九

五

四
年

二
月

一

二
日
)

な

ど
。

〈
501
〉

「
参

加

日
内

瓦
会

議

中
国

代

表

団
総

合
組

在

会

前
擬

写

的
関

子

美

国
政

府

拍

留

虐
待

我

国
留

学

生
発

言

」

(中

華

人

民
共

和

国
外

交

部
梢

案

館

"
2
0
6
-
0
0
0
5
3
-
0
5
、

一
九
五

四
年

四
月

一
八
日

)
。

〈
601
〉

「黄

華

関

干

政
府

無

理
拍

留

中

国
僑

民
和

留

学

生
問

題

対

記
者

発
表

の
談

話
」

前
掲

中
華

人
民
共

和

国
外
交

部
梢

案
館

編

『
中
華

人

民
共

和

国
外

交

桜
案

選
編

(第

一
集

)

一
九

五

四
年

日
内

瓦
会
議

』

三

八
〇

1

三
八

一
頁

。

〈
701
〉

前
掲

「中

、
美

関
干
僑

民
及

留
学

生
回

国

問
題
的

会

晒
」
。

〈
..
a1
〉

「
日
内

瓦

会

議

期
間

中
国

美

国
関

干

留
学

生

和
僑

民

問
題

的

談

話

記

録

(
第

三

次

)
」

(中

華

人

民

共

和

国

外

交

部

梢

案

"
2
0
6
-

O
O
O
O
ゆゐ

斜
、

一
九

五

四
年
六

月

一
五

日
)
。

〈
901
〉

「
日
内

瓦

会

議

期
間

中
国

美

国
関

干

留
学

生

和
僑

民

問
題

的

談

話

記

録

(
第

四

次

)
」

(
中

華

人

民

共

和

国

外

交

部

梢

案

、
8

ひ1

0
0
0
9
9
-
0
5
、

一
九

五

四
年
六

月

二

一
日
)
。

〈
m

>

前

掲

「中
、

美

関
干
僑

民
及

留
学

生
回

国
問

題
的

会
曙

」
。

〈
川

〉

前

掲

「日
内

瓦

会
議
期

間
中

国
美

国
関

干
留

学
生

和
僑

民
問
題

的

談
話

記

録

(第

三

次
)
」
。

〈
211
〉

前

掲

「
日
内

瓦

会
議
期

間
中

国
美

国
関

干
留

学
生

和
僑

民
問
題

的

談

話
記

録

(第

四
次

)
」
。

〈
mll
〉

傅

琳

「建

国
初

留

美
学

生

回
国

潮

」

『
炎
黄

春

秋
』

一
九

九

七

年

八

月
、

五
九

-
六

二
頁

。

〈
411
〉

前

掲

斐

堅

章

主
編

『
中
華

人

民
共

和

国
外

交

史

(第

一
巻

)

1
9
4
9
-
1
9
5
6
』

三

四

一
-
三

四
一二
頁
。

前

掲
傅

琳

「建

国

初

留

美
学

生

回

国
潮
」
。

〈
511
〉

「美

国
通

知

我

国
準

許

一
批

留

学
生

回

国
及

給

交
森

豪

威

ホ
和

恰

馬
舎

ホ
徳

写
信

要

求
回

国
的

留
学

生
回

国
情

況
表

」
(中
華

人

民
共

和

国
外
交

部
梢

案

、
1
1
1
占

0
1
2
4
-
0
2
、

一
九
五

五
年

=

月

二
〇

日
)
。

〈
611

〉

「
辮

理
留

学

生

回
国

事
務

委

員
会

呈

請
批

准

辮

理
留

学

生

回
国

事

務
委

員
会

簡

則
」
前

掲
李

酒
主

編

『
中
華

留
学

教
育

史
録

』

五

-

六

頁
。

〈
m
>

「
中
、

美
関

干

僑

民

及
留

学
生

回

国

問
題

的
会

曙

」

前
掲

中

華

人

民
共

和
国

外
交

部
梢

案
館

編

『
中
華

人

民
共
和

国
外
交

梢

案

選
編

(第

一
集

)

1
九

五

四
年

日
内

瓦
会

議
』

三
七

九

-

四
〇

一
頁

。

〈
..
11
〉

干
富

増

・
江

波

・
朱
小

玉

『教

育

国
際
交

流
与

合
作

史

』
海

南

出
版

社
、

二
〇
〇

一
年

、

二
五
頁

。

〈
911
〉

前
掲

拙
論

「留
日

学
生

の
選
択

」
。

〈
021
〉

前
掲

李
酒

主
編

『中

華

留
学
教

育
史

録
』

五
九

頁
。
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